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４ 理 科

１ 編集の具体的方針

（１）編集に当たっては，盲生徒が保有する感覚を有効に活用して，自然認織を深めてい

， ， 「 」，く過程を大切にするという立湯から 必要に応じて 原典についての内容の 修正

「差し替え 「削除 「追加」などを行う。」， 」，

（２）観察や実験などに関しては，盲生徒が自分から進んで学習していくことができるよ

うに配慮する。そのため，盲生徒の自然認織，実験や観察の操作技能などの実態を十

分に考慮して，項目，用具，材料，方法などについて，必要に応じて「修正 「差」，

し替え 「追加」などを行う。」，

（３）微小なもの，色，天体の観察などのように，盲生徒が直接観察することが困難な事

象についても，できるだけ正しい知識をもつことができるように配慮する。そのため

に，必要に応じて「修正 「差し替え 「追加」などを行う。」， 」，

（４）盲生徒の学習に必要な図や表は，できるだけ掲載する。その揚合，次の点に配慮す

る。

① 視覚的な見取り図は，理解しにくいので，断面図または投影図的手法の図で表す。

② 図やグラフは，できるだけ単純にして理解しやすいようにする。また，必要に応じ

て，図やグラフを幾つかの部分に分割して表現する。

③ 面や線，点の組み合わせによって表現した方が効果的なものは，真空成形器を使用

した図（サーモフォーム）とする。

④ 図や表については，単元の章ごとに「図１」のように通し番号をつけて，学習の便

を図る。

⑤ 図中のスペースが狭く単語などを書くことができない場合，記号化して図に書き，

その補足説明をする。その際，なるべく単語が想像しやすい記号にする。

例 じ → 腎臓

⑥ 図や表で表現することが困難な場合，または文章表現の方がより適切であると考え

られる場合には，本文の適当な箇所に文章による説明を挿入する。

２ 編集の具体的内容

（ ） ， 「 」 ， 「 」，１ 盲生徒の自然認識を考慮して １年 単元３①光の世界 のように 大幅な 修正

「差し替え 「追加」などを行った部分もある。」，

（２）実験の基本操作や器具の使い方は，視覚に障害のある生徒に適した方法に修正し，

それぞれの操作が初めて必要となる単元の途中，またはその単元が記載されている分

冊の巻末で示した。

（３）写真については，学習上必要な内容については文章化し，他は削除した。文章化し

た内容を学習の展開上教師が知っていたほうがよいと考えられるものについては，修

正内容の欄または参考資料に示した。

（４）原典中の図の多くは，視覚に障害のある生徒が理解しやすいように修正し，それに

伴って関連する本文も変更した。学習の展開上教師が知っていたほうがよいと考えら
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れるものについては，修正内容の欄または参考資料に示した。なお，図の修正が少な

い場合には文章による説明と図番号のみを示した。

（５）脚注は本文の適当な箇所に挿入することを原則とするが，内容によっては 「ミニ，

知識」として追加することもある。

（６）広い地域で見られる自然現象などの写真に，撮影場所の地名が掲載してある場合，

必要なければ地名を削除した。

（７）図で示されているが，実質的に実験や観察の内容を示すものは，実験や観察として

扱った。

（８）原典中，ゴシック体で示された用語は，第一カギで囲んで強調した。

（９）原典中，共通のマーク（絵のみのもの）で示されている部分は点字では次のように

した。

「？」 → 「課題」

鍵のマーク → 特に点訳しない

（ ）単位の点字表記については，原則として単位カッコを用いない。ただし，単位カッ10
コの使い方については，第１分冊の目次の後に解説を入れる （対照表に明記）。

（ ）数式中に単位を含む場合の点字表記について11
算数・数学では下の（Ａ）のように，数値と単位をまとめて にいれるが，＝ ＝

理科では下の（Ｂ）のように，単位のみを に入れている。＝ ＝

１５０ｇ ÷ １０㎤ ＝ １５ｇ／㎤ を表記する場合

＝＃１５０、７＝やや＝＃あ０、うぬく＝ーー＝＃１５、れやうぬく＝（Ａ）

＃１５０＝、７＝やや＃あ０＝、うぬく＝ーー＃１５＝、れやうぬく＝（Ｂ）

（ ）各分冊に含まれる単元と資料は，次の通りである。12
１年 分冊 １－１～１－８（８分冊）

２年 分冊 ２－１～２－８（８分冊）

３年 分冊 ３－１～３－９（９分冊）

１－１ ようこそ科学の世界へ

理科室のきまりと応急処置

単元１ 植物の世界

① 花のつくりとはたらき

１－２ ② 葉，茎，根のつくりとはたらき

③ 植物の分類

１－３ 単元２ 身のまわりの物質

① 身のまわりの物質とその性質

② 気体の性質

基礎操作 メスシリンダーの使い方

上皿てんびんの使い方・電子てんびんの使い方

ガスバーナーの使い方
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１－４ ③ 水溶液の性質

④ 物質の姿と状態変化

基礎操作 音声付き温度計の使い方

グラフのかき方

１－５ 単元３ 身のまわりの現象

① 光の世界

② 音の世界

１－６ ③ いろいろな力の世界

１－７ 単元４ 大地の変化

① 火をふく大地

② 動き続ける大地

１－８ ③ 大地の変化を読みとる

巻末資料

２－１ 周期表

単元１ 化学変化と原子・分子

① 物質のなり立ち

② 物質どうしの化学変化

２－２ ③ 酸素がかかわる化学変化

④ 化学変化と物質の質量

⑤ 化学変化とその利用

２－３ 単元２ 動物の生活と生物の変遷

① 生物と細胞

② 動物のからだのつくりとはたらき

２－４ ③ 動物の分類

④ 生物の変遷と進化

２－５ 単元３ 電気の世界

① 電流の性質

基礎操作 電源装置の使い方

音声付き電流計の使い方

音声付き電圧計の使い方

２－６ ② 電流と磁界

③ 静電気と電流

２－７ 単元４ 天気とその変化

① 気象の観測

② 前線とまわりの天気の変化

巻末資料 湿度表，風力階級表

２－８ ③ 大気の動きと日本の天気

④ 雲のでき方と水蒸気

巻末資料 自由研究に取り組んでみよう
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３－１ 周期表のコメント

単元１ 化学変化とイオン

① 水溶液とイオン

② 化学変化と電池

３－２ ③ 酸，アルカリとイオン

基礎操作 駒込ピペットの使い方

３－３ 単元２ 生命の連続性

① 生物の成長と生殖

② 遺伝の規則性と遺伝子

３－４ 単元３ 運動とエネルギー

① 物体のいろいろな運動

② 力の規則性

３－５ ③ エネルギーと仕事

３－６ 単元４ 地球と宇宙

① 宇宙の広がり

② 地球の運動と天体の動き

３－７ ③ 月と惑星の見え方

３－８ 単元５ 科学技術と人間

① いろいろなエネルギー

② 科学技術の発展

３－９ 単元６ 自然と人間

① 自然のなかの生物

② 自然環境の調査と環境保全

③ 自然の恵みと災害

終章 地球とわたしたちの未来のために
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２ 編集の具体的内容

修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

１年 追加 単位の表記について，次のような補足を追加した。

序章 「単位括弧について」

キログラムやメートル毎秒などの単位は， や＄なれ

のように書き表します。高等部以上では単位＄ぬやの

の部分をより明らかにするために，単位括弧

を使い， や のように書き・＝なれ＝っ ・＝ぬやの＝っ

表します。中学部では，原則として単位括弧は使いま

せん。

２・３ 差し 「理科室のきまりと応急処置」を資料１－０－１の 文章化した。

替え ように差し替えた。

４・５ 修正 写真を削除し，野外観察の具体的な例として内容を 盲生徒が調査方法等を読

読み物風に示した。学習の展開上，必要と思われるの みながら理解できるよう

で，その内容を資料１－０－２に示した。 にした。

６～８ 写真 修正 写真は削除し，生物の名前と説明文だけとした。ス

ケールの替わりに，草丈や体長等の情報を加えた。ま

た，★印を削除し，春の七草の種名としてあげた。

９ 観察 差し 「観察１」を資料１－０－３のように，記録の仕方 盲生徒の実態に即して。

１ 替え を差し替えた。 資料１－０－３

10 基礎 削除 「スケッチのしかた」は削除した。

操作

基礎 差し 「ルーペの使い方」は，「ミニ知識 ルーペと顕微 資料１－０－４

操作 替え 鏡」とし，顕微鏡の内容も含めて，資料１－０－４の

ように示した。（顕微鏡はｐ12～13から移動した。）

11 観察 差し 「観察２」を資料１－０－５のように，視覚以外の 資料１－０－５

２ 替え 感覚を活用する内容にした。

写真 修正 各生物の形態や動きに関する簡単な説明を加え，文

章化し，また，水中の微生物は点字教科書の図２～８

に示した。

12・13 基礎 差し 「顕微鏡の使い方」は，ｐ10へ移動した。

操作 替え

14・15 基礎 修正 「レポートの書き方」の「結果」に記載されている 資料１－０－６

操作 スケッチや図の活用，および「写真による記録の工

夫」を，資料１－０－６のように「ミニ知識 １．図

や写真の利用，２．デジタルカメラ」とした。

１年 20・21 観察 差し 観察１の内容を，資料１－１－１のように触覚によ 盲生徒の実態に即して。

単元 １ 替え る観察を中心としたものにした。また，盲生徒が扱い 資料１－１－１

１ やすい大きさの植物を追加した。

24 差し 「やってみよう」を資料１－１－２のように触覚に 盲生徒の実態に即して。

替え よる観察中心としたものに差し替えた。 資料１－１－２

29 観察 差し 観察２を資料１－１－３のように，触覚による観察 盲生徒の実態に即して。

２ 替え 中心としたものに差し替えた。 資料１－１－３

30・31 図１ 修正 「図１ ツバキの葉の横断面」は点字教科書の「図

～７ 削除 ２葉の断面」とし，主脈を中心とした葉の断面の一部

図にした。図２は点字教科書の図４，「図３ １つの

細胞をとり出した模式図」は点字教科書の「図３ 葉

の断面の細胞と葉緑体」として修正した。図４，５，

６は削除し，「図７ ツユクサの気孔」は点字教科書

の「図５ 気孔」とした。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

１年 32・33 実験 修正 実験１を次のように修正した。

単元 １ 実験１

１ 光合成が行われている場所

Ａ たたき染めで調べる方法

準備

ふ入りの葉（ふの部分には葉緑体がない）をもつ植物

（アサガオ，ゼラニウム，コリウスなど），黒い箱，

10倍ぐらいにうすめた塩素系漂白剤，ヨウ素液，湯，

ろ紙，プラスチック板（塩ビ板），ビーカー，感光

器，ペトリ皿，ピンセット，木づち（または金づ

ち），感光器

方法

１ 実験の前日，実験で使う植物の１株を黒い箱でお

おう。

２ おおいをした株Ａとしなかった株Ｂから，若い葉

をそれぞれ１～２枚とる。

３ とった葉を，大きなろ紙を二つ折りにしてはさみ

こむ。

４ 二重に重ねたプラスチック板（塩ビ板）などの分

厚い透明なシートに，１の試料をはさみ，かたい台

の上において木づちで強くたたく。（ ～ 回）20 30
５ ろ紙を広げ，ろ紙についている葉のかけらをとり

除く。

６ ５のろ紙を， 倍ぐらいにうすめた塩素系漂白10
剤に約 分間ひたす。その後水洗いして湯に約２10
分間ひたし，漂白剤を洗い落とす。

７ ろ紙を漂白するときは，ピンセットなどを用いる

ようにし，漂白剤が手や衣服につかないように注意

する。もし漂白剤がからだについたときは，すぐに

水でよく洗い流す。

８ 湯から取り出したろ紙を水で冷やし，うすめたヨ

ウ素液にひたす。

９ ヨウ素液から取り出して水洗いしたら，色がつい

ている部分とついていない部分の，ヨウ素液にひた

した後の色の違いを，感光器で比べてみる。

結果 ヨウ素液で染まったのは，Ａ・Ｂどちらの葉

か。また，その葉のどの部分か。

考察 これらのことからどのようなことが考えられる

か。

Ｂ エタノールで葉の緑色を脱色して調べる方法

準備

ふ入りの葉（ふの部分には葉緑体がない）をもつ植

物，エタノール，ヨウ素液，熱湯，アルミニウムは

く，ビーカー，大型の試験管または小型のビーカー，

ペトリ皿，ゼムクリップ，感光器

方法

１ コリウスなどのふ入りの葉を用意する

① コリウスなどのふ入りの葉の一部をアルミニウム
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

１年 はくでおおって一晩置き，翌日充分に日を当てる。

単元 ② 葉をとり，ふの部分の位置を感光器で確認する。

１ ２ 脱色してヨウ素液にひたす

① 葉を熱湯に 秒ほどひたす。熱湯でやけどをし30
ないように注意する。

② 温めたエタノールの中に入れて脱色する。エタノ

ールは引火しやすいので火で直接過熱してはいけな

い。

③ 水洗いした後，うすめたヨウ素液にひたす。

④ 葉の全体，１の②で確認したふの位置の色の変化

を，感光器で確認する。

34・35 図３ 差し 写真を削除し，その内容を文章化し，「ミニ実験 資料１－１－４

図４ 替え 光合成で発生する気体」として追加した。資料１－１

－４

37 確か 修正 「気体検知管の使い方」をミニ知識とした。また， 盲生徒が実験しやすい方

めよ 植物が呼吸をしているかどうかの実験は石灰水を使う 法にかえた。

う 方法を取り上げ，手順等の表記を一部修正した。資料

１－１－５

39 実験 修正 実験３は，「減った水の量をしらべる」のみを取り ステップ１を視覚以外の

３ 上げ，蒸散量を視覚以外の方法で確認できるようにし 方法で確認できるように

た。また，「葉の表側と裏側の気孔の分布を調べる」 した。また，ステップ２

は参考として扱った。 は知識として扱った。

41 観察 差し 観察３「根と茎のつくり」を資料１－１－６のよう 資料１－１－６

３ 替え に，味覚を活用した観察に差し替えた。

42・43 修正 図１～３の写真を削除し，トウモロコシとヒマワリ 資料１－１－７

の茎の断面は点字教科書の図13，14に示した。また，

削除した写真の内容を文章化し，観察３の結果を踏ま

えて本文に追加し，資料１－１－７のようにした。

45 図２ 削除 図２を削除し，その内容を文章化して本文に「植物 資料１－１－８

のつくりとはたらき」を追加した。資料１－１－８

46・47 図 削除 写真を削除し，その内容を次のように文章化した。

「種子をつくる植物」

（被子植物） スズメノカタビラ ヤマユリ イ

ネ エンドウ バラ ヒナギク アブラナ サツ

キ タンポポ

（裸子植物） スギ アカマツ

「種子をつくらない植物」

ゼニゴケ ゼンマイ エゾスナゴケ スギナ ワ

ラビ コスギゴケ

課題 イチョウ，ツユクサ，ヤマザクラ，アサガ

オの４つの植物はどこに分類するのが良いか，考

えてみよう。

50 図１ 削除 図１，３～５の写真を削除し，内容を文章化して本

～６ 修正 文に「シダ植物の種類」として追加した。図２は点字

教科書の図２，図６は点字教科書の図５に示した。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

１年 51 図７ 削除 削除した内容は文章化して本文中に追加した。

単元 観察 差し 観察４

１ ４ 替え シダ植物の体のつくりと胞子

ステップ シダ植物のからだのつくりを観察する1
ステップ 胞子を観察する2
準備

イヌワラビなどのシダ植物，ポリエチレンのふくろ，

ピンセット

方法

１ イヌワラビを，根ごとほり出して，葉，茎，根の

つき方を指先で丁寧に観察する。

２ 茎や葉の柄をつめでたてに裂き，すじなどを探し

て維管束があることを確認する。

３ 胞子のうを爪で剥ぎ取り，手触りを観察する。

４ 胞子のうを電球で加熱して乾燥させて，胞子のう

をはじけさせ，はじけた胞子のうや胞子の手触り，様

子を指先で観察する。

54 図１ 修正 図の内容を資料１－１－９のように文章化し，図１ 資料１－１－９

は点字教科書の「図10 植物の分類」とした。

57 トラ 差し 「ミクロトームをつくってみよう」を，次のように

イ 替え 参考としての扱いにした。

参考

ミクロトーム

顕微鏡観察のためのうすい切片をつくる装置を，ミ

クロトームという。植物の葉などうすく切りづらい試

料を発泡ポリスチレンの板で両側からはさみ，カッタ

ーなどで発泡ポリスチレンごとうすくスライスする。

作成した切片は，水をはったシャーレに，ピンセット

で集め，顕微鏡観察に用いる。

１年 64・65 修正 ｐ64の生徒の吹き出しを，ｐ65「話し合おう」の冒 盲生徒がスムーズに読め

単元 頭に記した。図・イラストを削除し，図の説明文は表 る流れに修正した。

２ 現を変え，本文末尾に示した。

「ものを区別するにはどうすればよいだろうか」の

表の内容は，ｐ66の「物質の調べ方の例」に含まれる

ため削除した。

67 実験 修正 豆電球をブザーに変えた。「調べるもの各種」とし 盲生徒の感覚を活用した

１ て，以下のように生徒の身近なものをあげた。 実験内容に変更した。

「調べるもの各種 点筆，点字定規，はさみ，三角 盲生徒の実態に即し，身

定規，ボールペン，スプーン，はし，コップ，アルミ 近なものをとりあげた。

ニウムはく，ＣＤ，乾電池，くぎ，ゼムクリップ，電

球，目玉クリップなど」

68 図１ 修正 図１の文を「ミニ知識」として示した。

図２ 修正 図２金属の性質を「金属の性質のまとめ」としてこ 盲生徒が理解しやすい表

とばだけで示した。 現法に変更した。

トラ 修正 トライを資料１－２－１のように修正した。 盲生徒の実態に即して。

イ 資料１－２－１

69 図３ 修正 図３を「ミニ知識」として示した。昔の鏡の図を文 盲生徒が理解しやすい表

章化し，以下のように説明文に付け加えた。 現法に変更した。



- 5 -

修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

１年 「昔の鏡は，金属をみがいただけのものであった

単元 が，今の鏡は，図３のようにガラスの裏側に薄い金属

２ （銀やアルミニウム）の膜をつけ，この金属光沢を利

用している。さらに，金属がはがれないように，保護

塗料を塗ってある。」

71 図１ 削除 図１を削除し，以下のように，ミニ知識として図 盲生徒が理解しやすい表

１，図３の内容と図３の「空きかんのリサイクルマー 現法に変更した。

ク」を図４として入れた。

ミニ知識

アルミニウムかんやスチールかんには，リサイクル

マークがついていて，資源の有効利用をよびかけてい

る。アルミニウムかんの三角マークの中には「アル

ミ」，スチールかんの丸いマークの中には「スチー

ル」という字が書いてある。どちらもマークの下に，

「あきかんはリサイクル」と書いてある。（図４）ま

た，スチールかんは磁石につくが，アルミニウムかん

はつかない性質を利用して分別をしている。

図４ 空きかんのリサイクルマーク

72 図１ 削除 本文中に内容があるので図を削除した。

図２ 削除 写真を削除し，表２「ある物体の体積と質量」とし 盲生徒が理解しやすい表

修正 て記載した。 現法に変更した。

73 基礎 差し 「メスシリンダーの使い方」は「物体の体積の調べ 盲生徒自らは測定できな

操作 替え 方」として資料１－２－２と差し替えた。 いが，盲生徒にも必要な

「メスシリンダーの使い方」は「参考」として示し 内容なので知識として扱

た。 った。資料１－２－２

参考

メスシリンダーの使い方

メスシリンダーは体積ををはかる器具で，10mL,20

mL，50mL，100mL，・・と，いろいろな容量のものが

ある。

① 実験の目的に合った容量のメスシリンダーを用意

し，一目盛りの体積がいくらかを確かめる。

② 水平なところに置き，目の位置を液面と同じ高さ

にして，液面の中央部のところを一目盛りの１／

10 まで目分量で読みとる。（水銀以外の液体で

は，まわりの容器の壁と液体がつく部分は，中央部

よりわずかに高くなっている。） （図１）

図１ 液面のようす（わかりやすくするために実際よ

りも大きくしてある。）

メスシリンダー
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

１年 74・75 基礎 差し 資料１－２－３「上皿てんびんの使い方，電子てん 盲生徒が操作できる方法

単元 操作 替え びんの使い方」，資料１－２－４「ガスバーナーの使 に変えた。資料１－２－

２ い方」は，点字教科書１年３巻の巻末に配置した。 ４

76～78 実験 修正 実験２の実験計画書の内容を，資料１－２－５のよ 盲生徒が実験しやすい方

２ 差し うに「実験の進め方の基本」として記載した。実験２ 法にかえた。資料１－２

替え の「白い粉末の区別」を資料１－２－６のように差し －５ 資料１－２－６

替えた。

78 表１ 修正 表にせず「物質の性質（実験２の結果）」として記 読みやすさを考慮して変

載した。 更した。

79 私の 修正 結果の３項目以下を次のように修正した。 盲生徒の実験結果に合う

レポ 「③粉末Ｃを水に入れると，液の色が変わった。 ように修正した。

ート ④粉末Ｂを熱すると溶けて，色の変化が確認できた。

あまいにおいがした。

⑤粉末Ａを熱すると，パチパチとはねた。物質の色の

変化はなかった。」

図２ 削除 図２，図３，活用を削除し，資料１－２－７ ミニ 盲生徒が実験しやすいミ

図３ 追加 実験「燃えたときにできる物質が何かを調べよう」を ニ実験を追加した。資料

活用 追加した。 １－２－７

80 図１ 削除 写真・図を削除した。 本文中に内容がある。

図２

81 実験 修正 実験３を資料１－２－８のように修正した。 盲生徒の実態に即して。

３ 資料１－２－８

82 図１ 修正 図１を「ミニ知識」として示した。

表１ 修正 表１・図３の写真を削除し，図３の説明文を表１の 盲生徒の読みやすさを考

図２ 内容に付属させ「代表的なプラスチックの用途と性 慮して変更した。

質」として示した。「図２」を「図６」として示し

た。

83 トラ 修正 トライを資料１－２－９のように修正した。 盲生徒の実態に即して。

イ 資料１－２－９

84 これ 削除 グラフと写真を文章化して説明文に加え，以下のよ 盲生徒がスムーズに読め

まで 修正 うに示した。 るように変更した。

に学 「①わたしたちの身のまわりの空気は，どのような

んだ 気体からできているのだろうか。（小学校）

こと 空気中の気体の種類と全体積に占める割合は，窒素

約４／５，酸素約１／５，二酸化炭素とそのほかの気

体は微量である。」で，はじめ，以下を最後に加え

た。「ものが燃えるとき窒素は使われていない。」

85 イラ 修正 それぞれの生徒の吹き出しを「Ａさん」「Ｂさん」 盲生徒がスムーズに読め

スト 「Ｃさん」で示した。 るように変更した。

86 図１ 削除 図１を以下のように文章化し，本文４～６行目を差 盲生徒がスムーズに読め

４～ 修正 し替え，加筆した。 るように変更した。

６ 「たとえば，湯の中に発泡入浴剤を入れると，二酸化

炭素が発生し，湯の中に酸素系の漂白剤を入れると，

酸素が発生する。しかし，これらの気体は，臭いも色

もなく，このままでは区別することができない。」

基礎 修正 基礎操作を資料１－２－10のように修正した。 盲生徒の実態に即して。

操作 資料１－２－10

87 実験 修正 実験４を資料１－２－11のように修正した。 盲生徒の実態に即して。

４ 資料１－２－11
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

１年 88・89 図２ 削除 「二酸化炭素のつくり方と集め方」を「二酸化炭素 作り方は資料１－２－11

単元 の集め方」とし，作り方の図を削除した。集め方では の実験４を参照のこと。

２ 追加 「下方置換」の図を追加し，集め方ａで下方置換，集

め方ｂで水上置換を示した。

図４ 修正 ミニ実験として「水素の作り方と集め方」（資料１ 盲生徒の実態に即して。

－２－12）を示した。 資料１－２－12

図５ 修正 ミニ実験として「アンモニアの作り方と集め方」 盲生徒の実態に即して。

（資料１－２－13）を示した。 資料１－２－13

図６ 修正 ミニ実験として「アンモニアの噴水」（資料１－２ 盲生徒の実態に即して。

－14）を示した。 資料１－２－14

90 活用 修正 「活用」の内容を以下のように修正した。 盲生徒がスムーズに読め

「表１の気体は，それぞれ図８のどの集め方をすれ るように変更した。

ばよいか。ヒント：それぞれの気体が水にとけやすい

かどうかを，はじめに考えるとよい。」

図１ 修正 「図１」を資料１－２－15のように修正した。 盲生徒の実態に即して。

資料１－２－15

91 修正 資料１－２－16のように，一部修正して示した。 資料１－２－16トライ

92・93 科学 削除 写真を削除し，写真の説明文の一部を本文に加え 盲生徒がスムーズに読め

と生 修正 た。 るように変更した。

活

94・95 囲み 削除 図・グラフは削除し，ｐ94の水の量ととける量との 盲生徒が理解しやすい表

修正 関係のグラフを以下のように説明文で示した。 現法に変更した。

「ホウ酸は食塩の10分の１程度しかとけない。食塩

もホウ酸も水の量に比例してとける量が増える。」

１～ 修正 以下のように修正した。 盲生徒が理解しやすい表

４ 「ある透明な水溶液の中に，小さなミョウバンの結 現法に変更した。

晶をつるしておくと，結晶が少しずつ大きくなり，最

初の何倍もの大きな結晶となる。どうすれば，この結

晶をつくることができるのだろうか。」

96・97 図１ 削除 図を削除し，資料１－２－17「ミニ実験 物質が水 盲生徒の実態に即して。

追加 に溶けるようすを観察してみよう」を追加した。 資料１－２－17

実験 修正 実験５の内容を以下のように修正した。 盲生徒の感覚を活用した

５ 準備の，スライドガラスを削除し，蒸発皿（２）， 操作法にかえた。

感光器，スポイトを加えた。

①の冒頭に「薬品さじ１杯分の」を追加した。

⑤「ビーカーの中に，とけ残りがあるかどうか，ガ

ラス棒や感光器で調べる。」

⑥「ビーカーの中をよくかき混ぜてろ過する。ろ過

が終わったら，ろうとのろ紙を新しいろ紙ではさんで

水気をとり，開いて調べる。」

97 差し 資料１－２－18として「基礎操作 ろ過の仕方」に 盲生徒が自分でできる操

替え 「ろ過のしくみ」を「ミニ知識 ろ紙の表面を拡大し 作法に変えた。

てみると，小さな穴がたくさんある。ろ紙の穴･･･ 資料１－２－18

（以下原本通り）」と差し替え，実験５の前にした。

98 図１ 削除 図と説明文を削除した。 本文中に説明がある。

図２ 修正 図の上段と下段を入れ替えて示した。 触察の特性に合わせた

101 考え 削除 図を削除し，以下のように示した。 盲生徒が理解しやすい表

よう 修正 「砂糖水Ａ 水420ｇに砂糖80ｇをとかした。 現法に変更した。

砂糖水Ｂ 水100ｇに砂糖25ｇをとかした。」
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

１年 102 13 削除 写真を削除し，以下のように本文に加筆した。 盲生徒が理解しやすい表

単元 修正 「食塩水のなかにモールを浸けておくと，食塩の粒 現法に変更した。

２ がついたかざりができた。…（中略）…。水を蒸発さ

せるのだろうか。考えてみよう。」

103 実験 修正 資料１－２－19のように修正した。 盲生徒の実態に即して。

６ 資料１－２－19

104 図１ 削除 写真を削除し，下記のように本文を加筆修正した。 盲生徒が理解しやすい表

図２ 追加 「した固体は拡大してみると，いくつかの･･･ 現に変更した。

図３ 修正 形をしている。」

図２ 修正 「図２」を「図４」として示した。写真は削除し 盲生徒が理解しやすいよ

た。グラフ中の棒グラフは線で示し，80℃，60℃，40 う変更した。

削除 ℃，20℃のときの棒グラフと溶解度曲線との交点を

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄとした。①②の説明文を「グラフの見

方」とし，①の説明文の文頭に「Ａ（80℃のとき）」

を加筆し，②の説明文の文頭に「Ｂ～Ｄ（80℃から20

℃に冷やしていくとき）」を加筆した。②の説明文の

後に以下を加筆した。「グラフ中の････はＢ，Ｃ，Ｄ

の順に長くなる。つまり結晶が多く出てくる。」

106 トラ 修正 図・写真を削除した。 盲生徒が理解しやすいよ

イ 「ミョウバンの結晶をつくってみよう」の説明文を う変更した。

下記のように一部修正した。

「モールでかざりをつくってみる」と見出しをつけ，

①「モールで，好きな形をつくり，糸をつける。」

③「…（前略）…35℃ぐらいになったら，糸のはしを

わりばし中心付近に結び，モールを…（後略）…。」

「ミョウバンの大きな結晶をつくってみる」の説明

文の一部を修正した。

②「…（前略）…，形のよいもの（正八面体の大きめ

のもの）を選び，…（後略）…」

110 図１ 削除 図１を削除し，資料１－２－20のように，「ミニ実 盲生徒が実感できるよう

追加 験 メタノールを熱したときの体積変化」として追加 に沸点が低いメタノール

した。 を使った実験とした。

資料１－２－20

２ 追加 下記のように追加・修正する。 ミニ実験を受けて修正し

削除 「他の物質も，水やエタノールもミニ実験のメタノ た。

修正 ールと同じように，温度によって状態が変わる。」

111 活用 修正 以下のように文章を変更した。 盲生徒が短時間で考えら

「液体の状態の食塩，鉄（金属），窒素を，室温で放 れることばに変更した。

置すると，それぞれどのようになるか。」

112 囲み 追加 説明文冒頭に「エタノールを入れた」を追加した。

113 実験 修正 資料１－２－21のように修正した。 盲生徒の実態に即して。

７ 資料１－２－21

115 図４ 削除 図を削除し，説明文を本文末尾に加えた。 スムーズに読めるような

「例えば，エタノールを入れてあたためてふくらん 配列にした。

９ 加筆 だポリエチレンぶくろを冷やすと，ふくろはもとの状

態にもどる。」

発展 修正 固体・液体・気体の加熱・冷却の図を「図５ 状態 図に題をつけた。

と粒子のようす」とした。

116 図 削除 図１，図３，図４を削除した。 本文中に内容がある。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

１年 116 15 追加 資料１－２－22「ミニ実験 盲生徒の経験不足を補う水が状態変化すると

単元 追加した。 ため。資料１－２－22きの体積や質量の変化を調べる」を

２ 117 図５ 削除 図５を削除した。 本文中に内容がある。

図６ 修正 写真を削除し，図に下記を加えた。 盲生徒が理解しやすい形

「（参考）水のいろいろな状態と温度の例 式に修正した。

固体…つらら（7℃） 液体…水道水（約15℃），風

呂の水（約４０℃） 気体…蒸気機関車の水蒸気（約

160℃）」

118 基礎 修正 「グラフのかき方」について，一部以下のように修 盲生徒が自分でできる方

操作 削除 正し，点字教科書１－４巻の巻末に配置した。 法に変更した。

追加 の②「…（前略）…，グラフ全体がおさまるよう❶

に，目盛りは１・５・10など，区切りのよい値を使う

と，記入しやすい。」

の③「…（前略）…，測定値をグラフ用紙にシー❷

ルではる。」

図４として，方眼だけのグラフ用紙を追加した。

「図４に自分の実験結果をシールで貼ってグラフを書

こう。」を追加した。

追加 資料１－２－23「音声付温度計の使い方」を，点字 盲生徒が使いやすい実験

教科書１年４巻の巻末に配置した。続けて，参考とし 機器に変更した。資料１

て巻末に「棒温度計」も示した。 －２－23

119 実験 修正 資料１－２－24のように修正した。 盲生徒の実態に即して。

資料１－２－24

８ 追加 資料１－２－25「ミニ実験 固体がとけるときの温 盲生徒の実態に即して。

度を調べる」を追加した。 資料１－２－25

121 実験 修正 資料１－２－26のように修正した。 盲生徒の実態に即して。

９ 資料１－２－26

１年 131 図１ 削除 写真を削除し，その内容を文章化して本文中に追加

単元 図２ 修正 した。

３ 132・ 小見 追加 本文に次のような小見出しを追加した。

133 出し 「光の直進」

「ものの見え方」

図１ また，写真を削除し，その内容を文章化して本文中

～６ に追加およびミニ知識として追加した。ただし，図２

の事例はブラインドから鉛筆２本の内容に替えた。

実験 追加 「光の直進」と「ものの見え方」の間に，「実験１ 資料１－３－１

光がまっすぐ進むことを確かめよう」を追加した。

資料１－３－１

134 図１ 削除 「美容室でのようす」の写真と「やってみよう」は

やっ 削除し，削除した内容を文章化して本文中に追加し

てみ た。

よう

135 実験 修正 実験１は実験２となり，「実験２ 鏡に当たった光 資料１－３－２

１ の進む道筋」を資料１－３－２のように修正した。

136 図１ 削除 図１と図３を削除した。「図２ 光の反射」は修正

図３ 削除 して点字教科書の「図６(ア) 鏡による光の入射角と

図２ 修正 反射角の関係」に，「図４ 鏡の中での消しゴムの見
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

１年 図４ 修正 かけの位置」は修正して点字教科書の「図６(イ) 鏡

単元 本文 修正 にうつる像」にした。

３ また，本文を次のように修正した。

［入射角と反射角］

鏡に光があたると図６(ア)のように，当たった点Ａ

から鏡の面に垂直に引いた線で折り返したように反射

する。これを光の反射という。光の反射では，鏡の面

に垂直に引いた線と入射した光がつくる角を入射角，

反射した光がつくる角を反射角という。

［光の反射の法則］

実験２の結果から，入射角と反射角は等しいことが

わかる。これを光の反射の法則という。

図６(イ)のように，鏡に物体がうつって見えるよう

すは，光の反射で説明することができる。鏡に物体を

うつすと鏡の奥に物体があるように見える。見える方

向は図６(イ)の目から光が反射した点Ｏを通る直線の

向きである。

137 活用 差し 次のように差し替えた。

替え ［問い］

電灯と人の間に池がある。図７のように電灯の光が

池の水面で反射し，人の目に入った。光の水面での反

射は鏡と同じと考えてよい。目に入った光の道筋は，

図７のア，イどちらか。

図７ 水面で反射する光の道筋

138 図１ 削除 図１と図２を削除した。また，点字教科書の「図８

図２ 削除 茶碗の中の10円玉の見え方」を追加し，本文を次の

本文 修正 ように修正した。

図８のように水中にあるものが水面で曲がって見え

修正 たり，短く見えたりすることがある。たとえば，茶碗

追加 の底に10円玉を置くとする。このとき10円玉は見えて

いる（ア）。このとき，10円玉で反射した光が目に入

ってきている。目の位置を下げてＡにすると，10円玉

からの光は茶碗のふちで遮られて目に入ってこなくな

る。したがって見えない。（イ）のように目の位置を

Ａにしたまま水を茶碗に注いでいくと，水面で光が折

れ曲がり，入らなかった光が目に入るようになるの

で，10円玉が見える。

図８ 茶碗の中の10円玉の見え方

（ア）水が入っていないとき
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

１年

単元

３

（イ ）水を

入れ たとき

の見 え方

写真 欄外の写真（上）「図９ 透明な物体の中を通る

本文 光」として，［課題］の後に本文を次のように追加し

た。

図９は，四角形のアクリル板（厚みのある透明な

板）に光が入射したときの光の道筋である。一部の光

が水面で曲がって水に入射している。また，出るとき

にも曲がっている。

139 実験 修正 実験２は実験３となり，「実験３ 透明な物体に出 資料１－３－３

２ 入りする光の道筋」を資料１－３－３のように修正し

た。

140 図１ 削除 図１の写真を削除し，同じ内容を示す12行目後ろの

追加 ２つの図を点字教科書の「図14 図15」とした。ま

た，それに合わせ，本文中の図１に関する記述を一部

修正した。

図14 光が空気中から透明な物体へ進む場合（入射

角＞屈折角）

図15 光が透明な物体から空気中へ進む場合（入射

角＜屈折角）

図２ 修正 図２を次の２つに分け，グラスファイバーに関する

内容を本文中に追加した。

図16 全反射の原理

図17 グラスファイバーのしくみ

143 図４ 削除 図４と図５を削除し，その内容は文章化して，本文

図５ 削除 中に追加した。

写真 修正 また，「凸レンズに入射した光の進み方」の写真を

修正して点字教科書の「図22 レンズの焦点と焦点距

離」にした。

144 図１ 削除 図を削除し，内容を文章化して本文中に追加した。

削除 「やってみよう」を削除した。

145 図２ 削除 図を削除し，内容を文章化して本文中に追加した。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

１年 145 実験 修正 「実験３ 凸レンズによってできる像」を資料１－ 資料１－３－４

単元 ３ ３－４のように修正し，点字教科書の「実験４ 凸レ

３ ンズによってできる像を調べよう」にした。

146・ 図１ 削除 本文，「実像ができる場合」「虚像ができる場合」 資料１－３－５

147 本文 修正 「作図で調べる凸レンズを通る光の進み方」を資料１

他 －３－５のように修正した。

148 トラ 一部 「ガラス玉顕微鏡」を削除し，「簡易カメラをつく

イ 削除 ってみよう」とした。

149 発展 修正 写真や図を削除し，その内容を文章化した。資料１ 資料１－３－６

－３－６

151 図４ 削除 図４，図５を削除し，「？」の後の本文を次のよう

図５ 削除 に差し替えた。

本文 差し 膨らませた風船を手に持って，話している人の顔

替え や，音の鳴っているおんさなどに近づけると，風船が

ふるえるのがわかる。なぜ，風船はふるえるのだろう

か。

153 図５ 削除 削除した内容は文章化して，本文中に追加した。

図６ 削除 「いなずままでの距離を調べる」の内容はミニ知識に

図７ 削除 まとめた。

154 図１ 削除 削除した内容は文章化して，本文中に追加した。

図２ 削除 「ピアノの調律」の内容はミニ知識にまとめた。

図３ 削除

155 実験 修正 実験４は実験５となり，「実験５ 音の大小や高低 資料１－３－７

４ と物体の振動との関係」を資料１－３－７のように修

正した。

156 図１ 修正 図１の波形だけ残し，点字教科書の図10とした。削

除した内容は，文章化して，本文中に追加した。

本文 修正 本文の小見出し［音の大小と高低］を［音の大小］

と［音の高低］に分け本文を修正した。

161 図２ 削除 図４は点字教科書の「図１ 空中に浮かぶ磁石」と

図３ 削除 し，それ以外の写真は削除し，その内容を文章化し

て，本文中に追加した。

163 図２ 削除 図４は点字教科書の「図３ ばねの伸びと力の大き

図３ 削除 さ」とし，それ以外の写真は削除し，その内容を文章

化して，本文中に追加した。

167 図１ 削除 やじろべえに関する例を削除し，手でロープを引く

本文 修正 絵を点字教科書の「図６ 手でロープを引くときの力

の表し方」とし，この内容を例にして本文を修正し

た。

168・ 図１ 削除 削除した内容は文章化して，本文中に追加した。

169 ～５

170 図１ 修正 図１の内容を「実験７ ふれ合う面積と物体の変形 資料１－３－８

の仕方」とした。資料１－３－８

173 実験 修正 実験６は実験８となる。

６

174 図１ 削除 削除した内容は文章化して，本文中に追加した。

図２

図３ 修正 図３は修正して，点字教科書の「図16 水の柱と水

圧」とした。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

１年 175 図４ 削除 削除した内容は文章化して，本文中に追加した。

単元 図５は修正して，点字教科書の「図17 物体にはた

３ らく水圧」とした。

177 やっ 修正 次のように修正した。

てみ ① ボトル缶に水をキャップ一杯入れる。

よう ② 電熱器に乗せて加熱し，水が沸騰して1分たった

ら電源を切り，フタをする。

注意：軍手をして，やけどをしないように気をつけ

て操作する。

③ フタを持って水槽の水につける。

（そのまま置いてさましてもよい。）

178 図２ 図を削除し，図２の内容をミニ知識とした。

１年 184・ 図 削除 図「①ウルル（オーストラリア）」～「④縦向きに

単元 185 修正 なった地層（フランス）」及び「世界の主な火山と地

４ 震の発生した場所」を削除した。図の説明文を修正

し，ｐ185の本文に加えた。

186・ 図・ 削除 図「①キラウエア山（アメリカ・ハワイ）」～「④

187 図２ セントヘレンズ山（アメリカ）」及び「図２ 温泉

街の湯けむり（大分県別府市）」を削除した。

188・ 図１ 削除 「図１ マグマがふき出すようす（エトナ山 イタ

189 ～図 リア」，「図２ 日本の主な火山」の「①昭和新山

３ （北海道）」～「④富士山（山梨県・静岡県）」の各

写真及び「図３ 火山の形と噴火のようす」を削除し

た。

190 図２ 修正 やってみよう 「図２ 石こうのねば

石こうの粘りけによる形の違いを調べよう りけによる形の違いを調

水と石こうを混ぜたものを入れたポリエチレン袋を べる」を削除し，「やっ

用意する。この袋の口の部分を発泡ポリスチレンの板 てみよう 石こうのねば

の中央に空けた穴の下から通す。板の上で袋の口の部 りけによる形のちがいを

分を開いて，図６のように，セロハンテープで固定す 調べよう」に変更した。

る。図７のように，板の下にぶらさがっている袋を手

で握り，中身を押し出し，板の上に火山のモデルをつ

くる。水を混ぜる量を変えて石こうの粘りけを変え，

実験する。

191 図３ 削除 「図３ 火山噴出物とマグマ」を削除した。図３の

説明文を本文に加えた。

観察 修正 「観察１ 火山灰の観察」の内容を修正した。 資料１－４－１

１

192 脚注 修正 脚注の「★１」の文章を修正し，「鉱物」の本文に

加えた。

図１ 削除 「図１ 火山灰の中に含まれる主な鉱物」を削除

修正 し，「表１ 火山灰の中に含まれる主な鉱物」に変更

した。

193 図２ 削除 「図２ テニスコートに降り積もった火山灰（長野

県北佐久郡）」を削除した。

図 修正 ｐ193の火山の噴火のようす（断面図）の説明文を

修正し，本文に加えた。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

１年 195・ 図２ 削除 ｐ195「図２ 安山岩と花こう岩」及びｐ198「図１

単元 198 ・図 修正 いろいろな火成岩」を削除し，「表２ 火成岩の種

４ １ 類と火成岩が見られるところの例」に変更した。

195 観察 修正 「観察２ 火成岩のつくり」の内容を修正した。 資料１－４－２

２

196 トラ 削除 「トライ 結晶のでき方と結晶の大きさとの関係を

イ 修正 調べよう」の図を削除し，文章を修正した。

197 図２ 削除 「図２ 火成岩の色とふくまれる鉱物の割合」を削

修正 除した。図２の説明文を修正し，「火成岩の色と鉱

物」の本文に加えた。

考え 修正 考えよう 「考えよう」の文章を

よう 図15をもとにして，火山岩や深成岩の色と，その岩 修正した。

石のもとになったマグマの粘りけには，どのような関

係があるか考えてみよう。

トラ 修正 「トライ 火成岩をくだいて火山灰と比べよう」の 資料１－４－３

イ 内容を修正した。

198 図１ 削除 「図１ いろいろな火成岩」を削除し，「図15 い

修正 ろいろな火成岩と火成岩に含まれる鉱物の割合」に変

更した。

199 図３ 削除 「図３ シラス（鹿児島県日置市）」を削除した。

修正 図３の説明文を修正し，「火山灰の広がり」の本文に

加えた。

チェ 修正 「チェック 火をふく大地」の内容を修正した。

ック

200・ 図１ 削除 「図１ 兵庫県南部地震（1995年１月17日）による

201 ・図 修正 被害の様子（兵庫県西宮市）と，体験をもとにした作

３ 文」及び「図３ 岩手・宮城内陸地震（2008年６月14

日）で発生した地すべり」を削除し，「資料 兵庫県

南部地震（1995年１月17日）の体験をもとにした作

文」に変更した。また，写真のようすを文章化し，ｐ

201の本文に加えた。

201 ★１ 修正 脚注の「★１」を本文に加えた。

202 図２ 削除 「図２ コンピュータを使ってえがいた地震の波の

伝わり方」を削除した。

203 図３ 削除 「図３ 波の伝わり方を調べる実験の例」を削除し

た。

204 脚注 修正 脚注の「★１」を「ミニ知識」に変更した。また，

図１ 削除 「図１ 震度計」を削除した。図１の説明文を修正

し，「ミニ知識」の文章に加えた。

実習 修正 観測点の位置（①～○）を色分けするのではなく， 「実習１ 地震のゆれ30

１ シールの種類をかえて貼る方法に変更した。 の広がり」の内容を修正

した。

206 脚注 修正 脚注の「★１」及び「★２」の文章を修正し，それ

ぞれ「地震の広がり」及び「地震の規模」の本文に加

えた。

207 図２ 削除 「図２ 関東地震（1923年）によって隆起した大地

・ 修正 （神奈川県三浦市）」，「図３ 東北地方太平洋沖地

図３ 震（2011年）の津波が太平洋を伝わるようす（③～



- 15 -

修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

１年 ・ ○）は津波が到達するまでにかかった時間」及び「図21

単元 図５ ５ スマトラ地震（2004年）のときに発生した津波の

４ ようす」を削除した。図２の説明文を修正し，「地震

による大地の変化」の本文に加えた。

207 脚注 修正 脚注の「★３」の文章を修正し，「ミニ知識」に変

更した。

208 図１ 削除 「図１ 東北地方太平洋沖地震（2011年）で起こっ

・図 修正 た液状化現象でうき上がったマンホール（千葉県浦安

２ 市）」及び「図２ 東北地方太平洋沖地震（2011年）

で起こった道路の崩壊（茨城県那珂市）」を削除し

た。図２の説明文を修正し，「地震による災害」の本

文に加えるなどして，本文を修正した。

209 図３ 削除 「図３ 日本付近の震源の深さ（立体視）」を削除

した。

脚注 修正 脚注の「★１」の文章を修正し，「地震が起こる場

所」の本文に加えた。

210 図１ 修正 「図１ コンクリートの破壊実験」の説明文を修正

し，「プレート」の本文に加えた。

212・ 図１ 削除 「図１ 地層の広がり（屏風ヶ浦）」及び「図２

213 ・図 修正 道路工事現場に見られる地層（千葉県夷隅郡）」を削

２ 除し，「図１ 地層の断面図」に変更した。

213 図３ 削除 「図３ ボーリング調査のようすとボーリング試料

修正 （東京都世田谷区）」を削除した。図３の説明文を修

正し，ｐ213の本文に加えた。

214 図１ 削除 「図１ 地層のしま模様のようす（神奈川県小田原

修正 市）」を削除し，「図２ 足下の大地の中に広がる地

層のしま模様のようす」に変更した。

214・ 図２ 削除 「図２ 風雨や流れる水による大地の変化」を図３

215 修正 に修正し，横から見た図と空の高いところから見下ろ

した図の二つに変更した。

216 図１ 削除 「図１ 地層のでき方を調べる実験」を削除した。 資料１－４－４

修正 「Ａ．トレーを使った実験」及び「Ｂ．長い筒を使っ

た実験」の内容を修正し，本文に加えた。

科学 削除 「科学のとびら 陸地から遠い海の堆積物」の図

のと 「インド洋の堆積物と電子顕微鏡写真」を削除し，文

びら 章を修正した。

217 考え 削除 「考えよう」の図「サンゴ」,「ブナの葉」及び

よう 「ビカリア」を削除した。

218・ 図２ 削除 「図２ 主な示相化石」の写真及び「図４ エビや

219 ・図 修正 カニのなかまの巣穴の化石（福井県福井市）」を削除

４ した。図２及び図４の説明文を修正し，「表２ 主な

示相化石と化石の見つかったところの例」に変更し

た。

図３ 削除 「図３ 主な示準化石」を削除した。図３の年表及 資料１－４－５

修正 び説明文を修正し，「図７ 地質年代を表す年表」及

び「表３ 主な示準化石と化石の見つかったところの

例」に変更した。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

１年 220・ 科学 削除 「科学のとびら 日本の恐竜」の図を削除した。図

単元 221 のと 修正 の説明文を修正し，文章に加えた。また，年表を修正

４ びら し，「図10 地球の歴史と地質年代を表す年表」に変

更した。

222 図１ 削除 「図１ いろいろな堆積岩」を削除し，「表４ い

修正 ろいろな堆積岩と見られるところの例」に変更した。

223 ★１ 修正 脚注の「★１」の文章を修正し，本文に加えた。

図２ 削除 「図２ 建物のゆかに使われている石灰岩とその中

修正 の化石（東京都新宿区）」を削除し，図２の説明文を

「やってみよう」の文章に加えた。

活用 修正 「活用」の文章を修正した。

観察 修正 「観察３ 堆積岩のつくり」の内容を修正した。 資料１－４－６

３

224 図３ 削除 「図３ しゅう曲した地層（和歌山県西牟婁郡）」

・図 及び「図４ 断層でずれた地層（岐阜県本巣市）」を

４ 削除した。

225 図５ 削除 「図５ チョモランマ（エベレスト）の山頂付近に

～図 修正 見られる地層」を削除した。図５の説明文を修正し，

７ 「大地の動き」の本文に加えた。また，「図６ ウミ

ユリの化石（アメリカ）」及び「図７ 力を加えた付

せん紙」を削除した。

やっ 修正 やってみよう 「やってみよう」の内

てみ ① 大きめのポリウレタンの束に左右から力を加え 容の一部を修正した。

よう て，変形するようすを調べる。

（以下省略）

226 図３ 削除 「図３ 富士山や箱根山の火山灰などが堆積してで

きた地層（神奈川県足柄下郡）」を削除した。

227 観察 修正 「観察４ 地層の観察」の内容の一部を修正した。

４

228 わた 修正 「わたしのレポート」の内容の一部を修正した。

しの

レポ

ート

229 図２ 削除 「図２ 大地の変動と流水のはたらきによる地表の

・図 修正 変化」及び「図３ 公園内で見られる地層（神奈川県

３ 横浜市）」を削除した。図２の説明文を修正し，本文

に加えた。

２年 ３ 図１ 削除 図を削除した。 盲生徒の実態に即して。

単元 ４・５ 写真 修正 写真・図を削除し，「図１ 身のまわりのものの大 盲生徒が理解しやすい形

１ ・図 削除 きさ」としてスケールとことばに替えた。 態に変更した。

７ 実験 差し 資料２－１－１のように差し替えた。 盲生徒の実態に即して。

１ 替え 資料２－１－１

８ 図１ 修正 「図１」を「表１」とことばの表に替えた。 盲生徒が理解しやすい形

態に変更した。

図２ 差し 「図２」を「ミニ実験 酸化銀を加熱する」資料２ 盲生徒の実態に即して。

替え －１－２と差し替えた。 資料２－１－２

９ ２ 修正 「この白い固体の物質は，固めると」に修正した。 盲生徒の実験に合わせて

３ 修正 「また，固めたものをたたくと」に修正した。 修正した。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

１年 220・ 科学 削除 「科学のとびら 日本の恐竜」の図を削除した。図

単元 221 のと 修正 の説明文を修正し，文章に加えた。また，年表を修正

４ びら し，「図10 地球の歴史と地質年代を表す年表」に変

更した。

222 図１ 削除 「図１ いろいろな堆積岩」を削除し，「表４ い

修正 ろいろな堆積岩と見られるところの例」に変更した。

223 ★１ 修正 脚注の「★１」の文章を修正し，本文に加えた。

図２ 削除 「図２ 建物のゆかに使われている石灰岩とその中

修正 の化石（東京都新宿区）」を削除し，図２の説明文を

「やってみよう」の文章に加えた。

活用 修正 「活用」の文章を修正した。

観察 修正 「観察３ 堆積岩のつくり」の内容を修正した。 資料１－４－６

３

224 図３ 削除 「図３ しゅう曲した地層（和歌山県西牟婁郡）」

・図 及び「図４ 断層でずれた地層（岐阜県本巣市）」を

４ 削除した。

225 図５ 削除 「図５ チョモランマ（エベレスト）の山頂付近に

～図 修正 見られる地層」を削除した。図５の説明文を修正し，

７ 「大地の動き」の本文に加えた。また，「図６ ウミ

ユリの化石（アメリカ）」及び「図７ 力を加えた付

せん紙」を削除した。

やっ 修正 やってみよう 「やってみよう」の内

てみ ① 大きめのポリウレタンの束に左右から力を加え 容の一部を修正した。

よう て，変形するようすを調べる。

（以下省略）

226 図３ 削除 「図３ 富士山や箱根山の火山灰などが堆積してで

きた地層（神奈川県足柄下郡）」を削除した。

227 観察 修正 「観察４ 地層の観察」の内容の一部を修正した。

４

228 わた 修正 「わたしのレポート」の内容の一部を修正した。

しの

レポ

ート

229 図２ 削除 「図２ 大地の変動と流水のはたらきによる地表の

・図 修正 変化」及び「図３ 公園内で見られる地層（神奈川県

３ 横浜市）」を削除した。図２の説明文を修正し，本文

に加えた。

２年 ３ 図１ 削除 図を削除した。 盲生徒の実態に即して。

単元 ４・５ 写真 修正 写真・図を削除し，「図１ 身のまわりのものの大 盲生徒が理解しやすい形

１ ・図 削除 きさ」としてスケールとことばに替えた。 態に変更した。

７ 実験 差し 資料２－１－１のように差し替えた。 盲生徒の実態に即して。

１ 替え 資料２－１－１

８ 図１ 修正 「図１」を「表１」とことばの表に替えた。 盲生徒が理解しやすい形

態に変更した。

図２ 差し 「図２」を「ミニ実験 酸化銀を加熱する」資料２ 盲生徒の実態に即して。

替え －１－２と差し替えた。 資料２－１－２

９ ２ 修正 「この白い固体の物質は，固めると」に修正した。 盲生徒の実験に合わせて

３ 修正 「また，固めたものをたたくと」に修正した。 修正した。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

２年 ９ トラ 修正 「カルメ焼きをつくってみよう」を資料２－１－３ 盲生徒の実態に即して。

単元 イ のように差し替えた。 資料２－１－３

１ 10 図１ 削除 本文中に内容が含まれるので図を削除した。

実験 差し 「水に電流を流したときの変化」を資料２－１－４ 盲生徒の実態に即して。

２ 替え のように差し替え，次項の基礎操作の後においた。 資料２－１－４

11 基礎 修正 「電気分解装置の使い方」を資料２－１－５のよう 盲生徒の実態に即して。

操作 に，仕組みが理解しやすいものを示した。 資料２－１－５

12 図１ 削除 本文中に内容が含まれるので図を削除した。

13 図２ 削除 図と説明文を削除した。

15 図２ 削除 図を削除，以下のように「ミニ知識」として示し 盲生徒が理解しやすい形

修正 た。「…（前略）…とほぼ同じになる。（ボールの直 態に変更した。

径を約６cmとすると，地球はその２億倍である。）」

８～ 差し 「原子記号の書き方と読み方」を以下のように示し 盲生徒が理解しやすい形

替え た。 態に変更した。

「原子の記号の書き方と読み方 原子の記号を書く

場合は，外字符と大文字符（６の点）を書き，対応す

るアルファベットを書く。読み方は，英語のアルファ

ベットの読みどおりに読む。

例えば，鉄は と書き，「エフ，イー」＄ぱＦら

と読み，炭素は と書き「シー」と読む。」＄ぱう

19 ７～ 修正 単体の化学式，水素とマグネシウムのモデルと化学 盲生徒の実態に即して変

式を以下のように示した。 更した。

「図10のモデルでは，１個の原子で表している。」

単体の化学式の例

（１）水素の化学式（分子であるもの）

① モデルを原子の記号で表す。

＄ぱりり水素の場合は

② 原子の数を数え，その数を原子の記号に続けて下

がり数字で書く。

＄ぱり二水素の化学式は

（２）マグネシウムの化学式（分子でないもの）

① 原子がたくさん集まってできた単体は，１個の原

子を代表させる。

② 原子の記号で表す。

＄ぱぬれマグネシウムの化学式は

15～ 修正 図２を削除し，化合物の化学式，水と塩化ナトリウ 盲生徒の実態に即して

ムのモデルと化学式を以下のように示した。 変更した。

「図11のモデルでは，最も簡単な原子の数の比（塩

化ナトリウムの場合はナトリウム原子１個と塩素原子

１個）で表している。」

化合物の化学式の例

（１）水の化学式（分子であるもの）

① モデルを原子の記号で表す。

＄ぱりたり水の場合は

② 同じ種類の原子をまとめ，原子の記号に続けてそ

の数を下がり数字で書く。（１は省略する）

＄ぱり二た水の化学式は
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

２年 （２）塩化ナトリウムの化学式（分子ではないもの）

単元 ① ナトリウム原子１個と塩素原子１個の組み合わせ

１ で代表させる。

② 原子の記号で表し，原子の記号に続けて，下がり

数字で，原子の組み合わせの最も簡単な数を書く。

（１は省略する）

＄ぱつあたり塩化ナトリウムの化学式は

20 削除 「やってみよう」を削除した。 盲生徒の実態に即して変

更した。

図１ 修正 「図１」を「図12」として，ことばに差し替えた。

22 図１ 削除 図を削除し，「ミニ実験 水素と酸素の化学変化」 写真を盲生徒が実際に確

追加 として追加した。 認できる実験とした。

ミニ実験

水素と酸素の化学変化

水素30㎤と酸素15㎤を袋に入れ，混合気体に電気火花

で点火すると，水素と酸素が爆発的に結びつき，水が

できる。（袋の中に入れた塩化コバルト紙が青色から

桃色に変わる。）

24・25 実験 差し 「鉄と硫黄の結びつき」を資料２－１－６のように 盲生徒の実態に即して。

３ 替え 差し替えた。 資料２－１－６

26 図１ 削除 写真を削除し，説明文を以下のように示した。 盲生徒の実態に即して

図２ 修正 実験結果のまとめ 変更した。

うすい塩酸を加えたときのようす

① 加熱前の混合物…無臭の気体（水素）が発生す

る。

② 加熱後の物質…特有の腐卵臭のある気体（硫化

水素）が発生する。

28 ８ 修正 以下のように，本文を一部修正した。 盲生徒の実態に即して変

「入れてみよう。」を「点字のついたマグネットを 更した。

使って表してみよう。」と修正した。

29 実習 修正 「化学変化を原子・分子のモデルで表す」の一部を 盲生徒が実感できる方法

１ 下記のように修正し，図を削除した。 に変更した。

準備

点字の原子の記号をはったマグネット，マグネ

ットボード

方法

点字の原子の記号をはったマグネットを使①

って，炭素，水素，酸素，鉄，硫黄などの，

原子・分子モデルをつくる。

33 図１ 削除 内容が本文にあるの削除した。

図２ 削除 図のタイトルを削除し，説明文を「ミニ知識」とし 盲生徒が理解しやすいよ

修正 て示した。 うに修正した。

34 やっ 修正 「やってみよう」を次のように修正した。 盲生徒の実態に即して。

てみ 「木片をつるしてつり合わせたでんびんをつくり，

よう ・・・」
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

２年 34・35 実験 差し 「鉄を燃やしたときの変化」を資料２－１－７のよ 盲生徒の実態に即して。

単元 ４ 替え うに差し替えた。 資料２－１－７

１ 36 修正 わたしのレポートの「実験Ａ」「実験Ｃ」の結果を 盲生徒の実態に即して変

それぞれ「表１」「表２」として示した。。 更した。

図１ 削除 図を削除した。 盲生徒の実態に即して

４ 修正 次のように一部修正した。 盲生徒の実態に即して変

「実験４Ｂでは，鉄を燃やすと，底なし集気びんの 更した。

中」

37 図２ 削除 本文中に内容があるので図と説明文を削除した。 盲生徒が理解しやすいよ

～４ うに変更した。

38 図１ 削除 本文中に内容があるので図と説明文を削除した。 盲生徒が理解しやすいよ

うに変更した。

図２ 削除 図２を削除し，５行目からに以下のように説明文を 盲生徒の実態に即して変

５ 修正 加えた。 更した。

「水にたてに入れた筒の中に，水素と酸素の混合気

体を入れておく。（混合気体は筒の上側にある。）そ

の混合気体に点火すると，」

図３ 差し 図を以下のように「ミニ実験 有機物を燃やした後 盲生徒の実態に即して

替え にできる物質を調べる実験」とした。 示した。

ミニ実験

有機物を燃やした後にできる物質を調べる実験

準備 ロウソク，集気びん，集気びんのふた，石灰

水，燃焼さじ

方法

① ロウソクに火をつけ，石灰水の入った集気びん

に入れる。

② 集気びんのふたをして，消えるまで待つ。

③ ロウソクをとり出しよくふる。

結果

① 集気びんの内側がくもる。

② 石灰水が白くにごる。

39 修正 科学のとびらの写真とその説明文を「ミニ知識」と 盲生徒の実態に即して

して以下のように示した。 変更した。

① 「金属を長く利用するくふうをした製品 …

（前略）…。なべ，やかん，プリンカップなどがあ

る。」

② 「新品の移植ごてとさびた移植ごて 新品の移

植ごても，つかいこみ，表面の塗装がはがれると

内側の金属（鉄）がさび，ぼろぼろになってい

く。」

発展 修正 次のように図の説明文を発展の説明文に続けた。 盲生徒の実態に即して変

「…（前略）…。ステンレスはコップや水筒といっ 更した。

た台所用品などにも使われている。」

40 図１ 削除 図を削除し，以下のように「参考」として，９行目 盲生徒の実態に即して変

修正 に挿入した。 更した。

「参考 身のまわりで使われている金属の例 東京

タワーに使われている鉄，アルミニウムかん，通信ケ

ーブルの銅」
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

２年 41 実験 差し 「酸化銅から銅をとり出す」を資料２－１－８のよ 盲生徒の実態に即して。

単元 ５ 替え うに差し替えた。 資料２－１－８

１ 42 図１ 削除 図を削除した。 盲生徒の実態に即して。

11の 修正 以下のように修正した。

下 酸化銅＋酸素→銅＋二酸化炭素

２CuO ＋ C → ２Cu ＋ CO2

還元 CuO → Cu

酸化 C → CO2

図２ 差し 次のように「参考」として示した。 実験上の注意を強調させ

替え 「参考 水素の入った試験管に，熱した銅線を出し た。

入れさせ，感光器で変化を確認する方法がある。ただ

し，部屋の換気をきちんと行い，水素ボンベや水素の

入った試験管は，火のそばに置かないようにする。」

43 ３の 修正 以下のように修正した。

下 酸化銅＋水素→銅＋水

還元 酸化銅→銅

酸化 水素→水

図３ 削除 写真を削除し，図を「ミニ実験 酸化銅の還元を調 盲生徒の実態に即して

修正 べよう」として示した。 示した。

ミニ実験

酸化銅の還元を調べよう。

① コイル状に巻いた銅線２本とメタノール２mL程と

同量の水を入れた試験管を１本準備する。

② １本の銅線をガスバーナーの炎の中に入れ熱し，

そのまま放置して冷ます。

③ もう１本の銅線は熱して①の試験管に入れ，メタ

ノールに触れさせたあと冷ます。

④ ②と③の銅線を並べて，感光器でちがいを比べ

る。

⑤ メタノールに換えて，砂糖でも試してみる。

トラ 修正 トライ「マグネシウムを二酸化炭素の中で燃やして 盲生徒の実態に即して。

イ みよう」を資料２－１－９のように修正した。 資料２－１－９

44 修正 ［還元のまとめ］を以下のように修正した。

Ａの酸化物＋Ｂ→Ａ＋Ｂの酸化物

還元 Ａの酸化物→Ａ

酸化 Ｂ→Ｂの酸化物

46 削除 「これまでに学んだこと」のはかりの図を削除し， 盲生徒が理解しやすいこ

修正 次のように言葉に差し替えた。 とばに差し替えた。

「例えば，別々にある食塩水と水を混ぜ合わせて食

塩水にしても，全体の重さは変わらない。」

47 図１ 削除 図１を削除し，「ミニ実験 フラスコ内での炭の燃 盲生徒の実態に即して

修正 焼」として次のように示した。 変更した。

ミニ実験

フラスコ内での炭の燃焼

炭の小片と酸素を入れた丸底フラスコを密閉してガ

スバーナーで熱すると，炭がフラスコ内で炎を出して

燃える。少し時間が経つと炭もなくなり炎も消える。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

２年 47 ４ 修正 「上の写真では」を「ミニ実験では」と修正した。

単元 48・49 実験 差し 「物質が化学変化する前と後の質量を比べる」を資 盲生徒の実態に即して。

１ ６ 替え 料２－１－10のように差し替えた。 資料２－１－10

50 図１ 差し 図１を削除し，以下のように「実験６の結果の例」 盲生徒の実態に即して

替え の説明文とした。 変更した。

実験６の結果の例

① 硫酸と塩化バリウム水溶液の反応

混ぜ合わせる前の質量と混ぜ合わせた後の質量は同

じであった。前後で，質量は変わらない。

② 炭酸水素ナトリウムと塩酸の反応

パターン１ 密閉していない場合

混ぜ合わせた後の質量の方が軽くなった。前後で，

質量が減った。

パターン２ 密閉している場合

混ぜ合わせる前の質量と混ぜ合わせた後の質量は同

じであった。前後で，質量は変わらない。

図２ 差し 図を資料２－１－11のように「ミニ実験 スチール 盲生徒の実態に即して。

替え ウールの燃焼」として差し替えた。 資料２－１－11

53 実験 修正 「金属を熱したときの質量の変化」を資料２－１－ 盲生徒の実態に即して。

７ 12のように修正して示した。 資料２－１－ 12

57 図１ 修正 図を「ミニ知識」として示した。写真は削除した。 盲生徒の実態に即して変

削除 更した。

これ 修正 ① ２CuO ＋ C → ２Cu ＋ CO 盲生徒の実態に即して2

まで 酸化銅＋炭素→銅＋二酸化炭素 変更した。

に学 還元 CuO → Cu

２んだ 酸化 C → CO

こと ② CuO ＋ H → Cu ＋ H O2 2

酸化銅＋水素→銅＋水

還元 CuO → Cu

酸化 H → H O2 2

59 実験 差し 「いろいろな化学変化による温度変化」を資料２－ 盲生徒の実態に即して。

８ 替え １－13のように差し替えた。 資料２－１－ 13

60 図１ 削除 図の説明文を吹き出しとあわせ，以下のように示し 盲生徒の実態に即して

図２ 修正 た。 変更した。

「化学変化が起こるときに，熱が出入りすること

で，あたたかく感じたり，冷たく感じたりする。例え

ば，日用品で，温度が上がる変化を利用したものに

は，化学かいろ（実験８Ａ参照）が，温度が下がる変

化を利用したものには，冷却パックがある。」

２年 68～69 図１ 削除 削除した写真の内容を次のように文章化し，ミニ知

単元 識として追加した。

２ 追加 ミニ知識

地球上では色々な動物が，食物である動物を捕らえ

る様子が見られる。例えば，海ではヨシキリザメがカ

タクチイワシの群れの中に泳いでいき，カタクチイワ

シを捕らえて食べている。アカショウビンという鳥

は，渓流を泳いでいるヤマメを見つけ，川面をかすめ

飛びながらヤマメを口ばしで捕らえ，飲みこんで食べ

る。水辺ではニホンアマガエルがバッタに向かって跳
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

２年 び，捕らえて食べる。落ち葉の林床では，這っている

単元 ミミズをリュウキュウヤマガメが捕らえて食べてい

２ る。草むらでは，植物の茎にたかっているアブラムシ

をテントウムシがアゴで捕らえて食べている。草原で

はトムソンガゼルをチーターが追いかけ，鋭い爪や牙

で捕らえ，食べる。

70～71 写真 削除 削除した写真の内容を次のように文章化して，本文 盲生徒が行うのに適した

追加 中に追加した。 観察を追加した。

１ 動物の飼育例

① アルテミア…ビーカーに水を入れ，アルテミアの

卵をその中に入れる。

② ヒメダカやキンギョの場合…水槽の底には小石を

敷き詰め，水草を植える。そこへ水道水をくみ置き

して塩素を抜いた水を入れ，エアポンプで空気を送

りこむ。

③ カエルやイモリの場合…水槽の中に水場と陸を作

り，飼育する。水槽の底に，小石を斜めに坂ができ

るように敷き詰め，低い方に水をため，水草を入れ

る。陸の部分には，ミズゴケを敷いておく。

④ カナヘビやトカゲの場合…水槽の底に５cmほど土

や草を敷きつめ，その上にかくれ場所として素焼き

の植木鉢のかけらなどを入れる。飲み水用の皿をお

き，水をいれておく。

⑤ ハムスターやモルモットの場合…飼育カゴの底に

紙や木片などの敷材をつめ，巣として側面に穴のあ

る木箱を入れてやる。カゴのすみに，底の広い皿を

置き，えさを入れる。また，飲み水用に給水びんを

とりつけておく。ハムスターの場合，運動用の回転

カゴなども入れてやる。

２ 動物園を活用した動物の観察

動物園のふれあいコーナーや職員の方にインタビュー

したりして調べてみよう。

（１）ウサギの観察

観察の手順

① ベンチなどに座り，膝の上にウサギを静かに乗せ

てみよう。ウサギと観察者が同じ向きになるように

して，両手でウサギの体を触ってみよう。

ア．体表の様子はどうか。

イ．体温のあたたかさはどうか。

ウ．頭，前足・後足，尾，背・腹など，体全体のつ

くりを確かめよう。

エ．耳はどこについていて，どんな形・大きさか。

オ．呼吸や心臓の鼓動を感じてみよう。聴診器を使

ってもよい。

② ウサギの骨格や筋肉を調べよう。

ア．頭の骨，背骨，肋骨，前足，後足の骨を外側か

ら触り，観察する。

イ．前足にについている筋肉と後足についている筋
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

２年 肉の様子を比較してみる。

単元 注意

２ ① 調べるとき，ウサギを落としてケガをさせないよ

う，安定した体勢でやさしく触りながら観察する。

② 口の前にむやみに指を出すと噛まれることがある

ので注意する。

（２）ゾウの観察

① えさは何を食べるのか。また，えさを口に入れる

ときはどのようにしているか。

② あしの数はいくつか。

③ 活動をしている時間はいつか。

④ 体表の様子はどうか。

⑤ 子はどのようにしてうまれ，育つか。

３ 鮮魚や水族館を活用した魚の観察

鮮魚店で買った魚を観察したり，水族館で職員の方に

インタビューしたりして調べてみよう。

（１）アジの観察

注意

アジの場合，尾びれへ続く側線のあたりにとげ状の

うろこが出ている。この辺りに触るときには頭側から

尾側の向きに触るととげが刺さらない。触る向きに気

をつけてそっと触るようにする。

観察の手順

① 体の外形を観察する。

ア．体全体はどのような形をしているか。

イ．目や鼻（鼻孔）はどこにあるか。

ウ．ひれはどこについているか。どの方向に動かせ

るか。

エ．えらはどこにあるか。えらぶたはどのように動

かせるか。

オ．体表の様子はどうか。側線の部分はどうなって

いるか。

② 口やえらぶたから指を入れ，体の内側の様子を観

察する。

ア．口はどのように開くか。

イ．歯はあるか。

ウ．舌はあるか。

エ．口とえらはつながっているか。

（２）クマノミの観察

① どのくらいの大きさの魚か。体の色は何色か。

② 自然の海では，どのような環境で生活している

か。

③ ひれはどこについているか。

④ えらはどこについているか。

⑤ 水流に対して，どのように泳いでいるか。

⑥ どこにどのような卵をうみ，子はどのように育つ

か。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

２年 ４ 博物館を活用した骨格標本の観察

単元 博物館や理科室にある，動物の骨格標本を触って，い

２ ろいろな動物について調べてみよう。

① シマウマやウシなどの草食動物の骨格と肉食動物

のライオンやオオカミの骨格をよく触り，全体のつ

くりを調べよう。

ア．それぞれの動物の目や口の位置を確かめよう。

イ．それぞれの骨格全体の大きさや重さ，形の特徴

などを挙げてみよう。

② 門歯・犬歯・臼歯などの発達のしかたにはどのよ

うな違いがみられるか。

ア．それぞれの動物の歯で，特によく発達している

ものはどれか。

イ．動物の歯の形は，その動物が何を食べているか

によって異なる。発達している歯はどのようなも

のを食べるのに役立っているか，考えてみよう。

③ ヒトの骨格について調べよう。

ア．ヒトの目や口の位置を確かめよう。

イ．ヒトの骨格全体の特徴を挙げてみよう。

ウ．ヒトの歯にはどのような特徴があるか。

72～73 観察 追加 「観察１ 細胞の触察」を追加した。資料２－２－ 盲生徒が行うのに適した

１ 観察を追加した。

図１ 削除 削除した写真の内容を文章化して，ミニ知識として

～４ 追加した。

追加 ミニ知識

① 植物の細胞

ソラマメの根・茎・葉のどの部分を顕微鏡で観察し

ても，細胞が見られる。細胞は染色すると観察しやす

い。細胞の大きさや，形の特徴，配列のしかたは組織

によって少し異なる。

② 水中の小さな生物の細胞

池の水を顕微鏡で観察してみると，透明なゾウリム

シやアメーバなどの生物を見つけることができる。ゾ

ウリムシはぞうりの底のような形に見える。アメーバ

は不定形であるが，どちらの生物も袋状の構造をして

おり，１つの細胞から体ができている。このような生

物のなかまには，細胞の中に葉緑体を含むミカヅキモ

やクロレラのような生物もいる。顕微鏡で観察する

と，ミカヅキモは三日月型，クロレラは円形をしてい

る。

ヒトの細胞を染色して，顕微鏡で観察すると組織に

よって色々な形，配列をしていることがわかる。

皮ふや肝臓では，細胞が規則正しく並んで組織をつく

っている様子がよく分かる。せきずいの細胞は，細胞

が金平糖のような形をしており，細胞から突起が出て

いる。筋肉では細長い細胞が束になって並んでいる。

また，血液を観察すると，赤血球は中央がくぼんだ円

形の細胞であることがわかる。白血球は不定形の細胞

で，内部に，赤血球には見られない，染色されやすい
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

２年 部分が見られる。

単元 ④ 細胞の発見

２ 細胞はイギリスの科学者，ロバート・フックによっ

て発見された（ｐ81）。

74～75 観察 修正 観察１の内容を簡略化し「観察２（トライ）プレパ 盲生徒が直接観察するこ

１ ラートを作ろう」に修正した。資料２－２－２ とが困難な事象だが，正

しい知識をもつことがで

きるように配慮した。

76～77 図２ 削除 削除した図の内容を文章化して，次のように追加し

た。

１ 細胞の構造のまとめ

図１および図２に，植物細胞と動物細胞の断面図を

模式的に示した。

２ 植物の細胞と動物の細胞の共通点および相違点

①動物と植物の細胞に共通するもの…核，細胞膜

②植物の細胞に特異的なもの…細胞壁（細胞の形の維

持をする），葉緑体（光合成を行う），液胞（物質を

発展１

より詳しい細胞の構造

植物と動物の細胞に共通する細胞質にはさらに以下の

①②がある。これらはいずれも細胞の中に複数見られ

る，小さな袋状の器官である。

①ミトコンドリア…酸素を使って，養分からエネルギ

ーを取り出す。

②ゴルジ体…物質の分泌にかかわる。

80 図１ 削除 削除した図の内容を次のように文章化して，本文中

追加 に追加した。

被子植物のからだの成り立ち

植物の体全体（個体）は，根・茎・葉など，形やは

たらきの異なる器官からできている。根・茎・葉は，

表皮や道管・師管（維管束）などの組織が集まってで

きている。さらに組織がどのようにできているかを顕

微鏡で調べると，表皮や維管束がそれぞれ細胞の集ま

りであることがわかる。

81 図２ 削除 削除した写真の内容を次のように文章化して，本文

中に追加した。

フックが使用した顕微鏡と，フックが描いたコルク

の細胞のスケッチが残っている。フックはコルクの切

片を黒い紙にのせ，上から光を当て，その反射した光

を観察したので，空洞部分は黒く，細胞壁の部分は白

くスケッチされている。

82～83 写真 削除 削除した写真の内容を文章化して，ミニ知識として

追加 追加した。

ミニ知識

動物の様々な行動

地球上には多様な動物がおり，色々な行動をしなが

ら生きている。

森林ではワオキツネザルが大きな目で何かを見つめ
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

２年 ている。また，草原ではアナウサギが長い耳をたて

単元 て，警戒するように注意深く何かを聞いている。これ

２ らの動物は目や耳を使って周囲の様子を感じている。

また，動物は食物を食べて生活している。シマウマ

のように草を食べてくらしている動物もいれば，他の

動物の肉を食べてくらしている動物もいる。例えばピ

ューマという動物は，地面に伏せてウサギなどの小動

物に忍び寄り，ウサギを捕まえて食べようとする。気

配に気づいたウサギは走って逃げ，ピューマはウサギ

を追いかける。ピューマのような肉食動物は日々狩り

をして暮らしており，体のつくりも狩りに適してい

る。また，ウサギのような草食動物は，肉食動物に食

べられてしまわないように体のつくりや行動を発達さ

せている。

動物の生活と体のつくりやはたらきがどのように結

びついているのか考えながら学習してみよう。

85 実験 修正 「実験１ だ液によるデンプン溶液の変化」を資料 盲生徒の保有する感覚を

１ ２－２－３のように修正した。 活用する方法にした。

86 表 削除 レポートをまとめよう

修正 １ 結果

以下の①②について結果をまとめよう。

① ヨウ素液を入れたとき，試験管の色はどうなっ

たか。

② べネジクト液を入れたとき，試験管の色はどう

なったか。

２ 考察

色の変化からだ液によってデンプンがどのように変

化したと考えられるか。以下の①②を参考に考え，ま

とめてみよう。

① ＡとＢ，ＣとＤの試験管を調べた結果を比較し

て分かることは何か。

② ＡとＣ，ＢとＤの試験管を調べた結果を比較し

てわかることは何か。

90 図１ 削除 削除した写真の内容を文章化して，ミニ知識として

追加 追加した。

ミニ知識

食物のちがいによる消化管の長さのちがい

草食動物であるウシの腸は，肉食動物であるライオ

ンの腸に比べるとずいぶん長い。体長が約２ｍのライ

オンの小腸の長さは22ｍぐらいで，大腸は５ｍぐらい

である。

これに対して，体長が約２ｍのウシの小腸の長さは

95ｍくらいで，大腸の長さは30ｍぐらいである。ま

た，ウシの大きな胃の中にはたくさんの微生物が生活

している。この微生物はウシの食べた草を分解するこ

とができる。ウシはこの 微生物のはたらきを利用し

て，消化しにくい草を分解して，養分を得ている。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

２年 92 図２ 削除 削除した絵の内容を文章化して，ミニ知識として追

単元 追加 加した。

２ ミニ知識

１ 吸気と呼気の成分

酸素は呼気より吸気に多く，二酸化炭素は吸気より

呼気に多い。

２ ヒトの肺のつくり

① 肺胞

ひとつの肺胞の直径は約0.2mm。気管支の先に肺胞が

いくつもあり，ぶどうの房のようになっている。

② 酸素と二酸化炭素の交換

肺胞と毛細血管の間で酸素と二酸化炭素が交換され

る。たくさんの肺胞があることで表面積が大きくな

り，効率よく酸素と二酸化炭素の交換が行うことがで

きる。

※ 図５および図６に肺のつくりを模式的に示した。

96～97 図１ 削除 削除した写真の内容を文章化して，ミニ知識として

図２ 削除 追加した。

ミニ知識

１ ヒトの血液の成分

（１）赤血球

赤血球は平たい円盤形の細胞で，中央がくぼんでい

る。（図12）赤血球の内部にはヘモグロビンという赤

色の色素が含まれているため，赤血球は赤くみえる。

血液が赤く見えるのもこの赤血球が存在するためであ

る。

ヘモグロビンは，酸素が多いところでは酸素と結び

つき，酸素が少ないところでは酸素をはなす性質があ

り，赤血球は全身に酸素を運ぶはたらきをしている。

（２）白血球

白血球は球形の細胞であるが，状況によって変形す

るものもある（図13参照）。白血球には色素は含まれ

ず，無色透明である。細菌などの異物を除去するはた

らきがある。

（３）血小板

他にも血液には血小板とよばれる細胞成分がある。

血小板は赤血球や白血球よりも小さく，形は不規則で

ある。血小板には出血した血液を固めるはたらきがあ

る。

（４）血しょう

血しょうは血液の液体成分である。血しょうの水分

に養分や不要な物質などが溶け，物質が運ばれてい

る。

２ 組織液と細胞の呼吸

細胞のまわりは組織液で満たされている。組織液

は，毛細血管と細胞との間で物質のやりとりのなかだ

ちをする。酸素や養分が組織液から細胞内に入り，二

酸化炭素や水などは細胞内から組織液（細胞外）へ排
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

２年 出される。組織液が血管に入ると血しょうになる。

単元

２ ３ 血液の流れや血球を観察するには

チャックつきのポリエチレン袋に少量の水を入れ，

その中にヒメダカを入れると，ヒメダカを生かしたま

ま，尾びれの血液の流れや赤血球を観察することがで

きる。赤血球が小さな粒のように見え，一定の方向に

動いている様子がわかる。

観察し終わったらヒメダカをすみやかに水槽に戻す

ようにする。

100～ 図１ 削除 削除した写真の内容を文章化して，ミニ知識として

101 追加した。

ミニ知識

地球上では多様な動物が，様々な手段でまわりの様

子を感じ，食べ物をとる，外敵から身を守るなどの行

動をしている。

１ ライオンがシマウマをとらえるまで

アフリカの草原では，メスのライオンが１匹のシマ

ウマをじっと見据えている。草陰に隠れながらシマウ

マに近づいたところで，ライオンはシマウマに向かっ

て跳びかかり，シマウマを捕らえようとする。

２ コウモリがカをとらえるまで

コウモリは夜行性で日没から活動し始める。飛行能

力のある哺乳類で，木から木へヒラヒラと不規則に移

動する様子が市街地などでも見られる。

コウモリはヒトには聞こえない超音波（振動数の多

い音）を出し，その音の反響を聞いて行動している。

このコウモリの知覚はとても正確で，暗い中でも物

の位置や食べ物の居場所を知ることができる。夜の水

田などでは，コウモリが飛んでいるカを捕まえて食べ

ている。またこのときコウモリは水田に落ちたりする

ことはない。超音波の反響を頼りに，カや水面の位置

を，飛びながら正確に判断している。

106 本文 修正 次のように本文を修正した。 実験に対応するよう，本

実験２－１で，手を握られた圧力の刺激を皮膚（感 文の記述を修正した。

覚器官）が受け取り，信号が感覚神経を通って脳へ伝

わると，「手を握られた」と意識できる。その次は，

脳から「もう片方の手を握る」という命令の信号が送

られ，運動神経を通じて手（運動器官）に伝わり，運

動がおこる。

一方，実験２－２で，木槌で膝をたたいたときに

は，「膝に木槌が触れた」と意識する前に脚が跳ね上

がる。このように意識とは無関係に決まった反応が起

ることを反射という。

反射では，刺激の信号が脳に伝わって意識されるこ

ととは無関係に，せきずいから命令が出て瞬時に運動

がおこる。膝の反射のことをしつがい腱反射という。

他にも，目に入ってくる光の強さによって，無意識に

瞳の大きさが変わる瞳孔反射がある。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

２年 反射では刺激を受けてから行動を起こすまで，信号

単元 が伝わる経路が短いため，即座に行動が起こる。

２ 意識しておこす行動と無意識におこる行動では，信

号の伝わる経路にどのような違いがあるか，以下にま

とめた。

① 意識してこす行動で信号が伝わる経路

刺激→感覚器官→感覚神経→せきずい→大脳→せき

ずい→運動神経→筋肉→行動

② 無意識におこる反応（反射）で信号が伝わる経路

刺激→感覚器官→感覚神経→せきずい→運動神経→

筋肉→行動

問い

以下の①，②の行動では，刺激は何か。またその信号

はどのような経路で伝わるかを考えてみよう。

① 朝，目覚まし時計のアラームが鳴ったので，アラ

ームを止めた

② 熱いやかんに触れて，「熱い」と思ったときには

手を引っ込めていた

108 図１ 削除 削除した絵の内容を文章化して，ミニ知識として追

加した。

図２ 修正 思い出そう

骨・関節・けん・筋肉

うでやあしを動かしてみたときに，いつもかたいと

ころは骨があるところ。曲がる場所は，関節といっ

て，骨と骨のつなぎめである。

うでを曲げたときには，ひじより上の，腕の内側が

かたくなり，力こぶができる。逆に，うでをのばした

ときには，ひじより上の，腕の外側の部分（うでを曲

げたとき力こぶができたところの裏側）が，かたくな

る。

うでを曲げたりのばしたりしたときに，力こぶがで

きたり，やわらかかったところが部分的にかたくなっ

たりするのは，その部分の筋肉が縮んでいるから。

筋肉が縮んだりゆるんだりすることで，うでを動か

すことができる。あしを動かすときにも同じように筋

肉が縮んだりゆるんだりしている。

トラ 修正 資料２－２－４のように修正した。

イ

112・ 写真 削除 削除した写真の内容を文章化して，追加し，「動物 教科書に記載された動物

113 例 追加 の分類と特徴」としてまとめた。また，動物の例とし を中心に例を挙げた。

て次の動物の名前を追加した。

魚類…コイ，メダカ，タイ，アジ

両生類…カエル，イモリ，サンショウウオ

は虫類…トカゲ，カメ，ワニ，イグアナ，ヘビ

鳥類…ハト，ニワトリ，タンチョウ，コウノトリ，

タカ
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

２年 哺乳類…ウサギ，カンガルー，サル，ヒト，

単元 ラッコ，クマ，イノシシ

２ 116 観察 修正 「観察３ 無セキツイ動物の体のつくりや動き方」 安価で入手しやすい材料

３ を点字教科書の「観察１ 無セキツイ動物の体のつく を用い，盲生徒が主体的

り」に修正した。資料２－２－５ に観察できるようにし

た。

117 図１ 削除 削除した写真の内容は文章化して，本文中に追加し

～５ た。

118 ３～ 移動 前ページの本文中に移動した。

６行

124 図１ 修正 図１は点字教科書の「図２ ユーステノプテロン」

と「図３ イクチオステガ」に示した。

127 図４ 修正 図４を点字教科書の図５に示した。

図５ 削除 図５と図６の写真を見比べる活動を，本文中の説明

図６ 削除 に差し替えた。

２年 136・ 図１ 削除 削除した写真の内容は文章化して，本文中およびミ

単元 137 図２ 削除 ニ知識として追加した。

３ 138 やっ 修正 準備，方法を明記し，実験しやすいように修正し

てみ た。豆電球の明かりは感光器で調べる方法にした。

よう

139 基礎 移動 「電源装置の使い方」は点字教科書２－５の巻末に

操作 移動した。

140 図１ 修正 図１は点字教科書の「図５ 乾電池１個と豆電球２

個の回路」とした。

図２ 削除 削除した内容は文章化して，本文中に追加した。

142 基礎 移動 「基礎操作 電流計の使い方」は「音声付き電流計 資料２－３－１

操作 修正 の使い方」と修正し，点字教科書２－５の巻末に移動

した。資料２－３－１

143 やっ 修正 ①～⑤を次のように修正した。

てみ ① （図８において）Ａ，Ｂ点を流れる電流の関係

よう を，どちらが大きいか，または同じか予想しよう。

② 予想した理由を発表しよう。

③ Ａ点を流れる電流を調べるためには電流計をどう

つないだらよいか。回路図はどうなるだろうか。

④ Ｂ点を流れる電流を調べるためには電流計をどう

つないだらよいか。回路図を考えよう。

⑤ 実験して，結果がどうであったか記録しよう。

144 図１ 削除 削除した内容は文章化して，本文中に追加した。

145 実験 修正 電流計を音声付き電流計にかえた。点字教科書の図

１ 11には直列回路，図12には並列回路を示した。

146 図１ 修正 図１を点字教科書の「図14 川の流れに見立てた直

列回路」と「図16 川の流れに見立てた並列回路」に

分けて示した。

147 基礎 移動 「基礎操作 電圧計の使い方」は「音声付き電圧計 資料２－３－２

操作 修正 の使い方」と修正し，点字教科書２－５の巻末に移動

した。資料２－３－２

149 実験 修正 電圧計を音声付き電圧計にかえた。点字教科書の図

２ 24には直列回路，図25には並列回路を示した。

151 絵 修正 タコ足配線の絵を点字教科書の図33として示した。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

２年 153 実験 修正 電圧計を音声付き電圧計に，電流計は音声付き電流

単元 ３ 計にかえた。点字教科書の図35には電圧と電流の関係

３ を調べる回路を示した。

追加 また，実験の結果をグラフ化するためのグラフ用紙

を図36として追加した。

154 図２ 削除 写真を削除し，オームに関する内容をミニ知識とし

て追加した。

155 表１ 修正 点字教科書の表２として示した。

156 図１ 修正 図１は点字教科書の図38，図２は点字教科書の図39

図２ に示し，それぞれの図の注釈は本文中に追加した。

157 トラ 差し 次のように差し替えた。

イ 替え トライ

発砲ポリスチレンカッターをつくろう（図40）

① 竹の棒をしならせて電熱線をぴんと張る。

② 電熱線の両端を乾電池につなぐ。

③ 電熱線が熱くなるので注意しながら，発砲ポリス

チレンに電熱線をあてて切る。

④ 乾電池の数や，電熱線の長さや太さを変えると，

切れやすさが変わる。

158 考え 修正 次のように修正した。

よう 図41のようにテーブルタップに２つの電球をつなぐ

と，全体の消費電力がそれぞれの消費電力の和になる

理由を，並列回路の特徴を考えて説明してみよう。

（図２を点字教科書の図41に示した。）

159 ？ 修正 次のように修正した。

課題 電力表示が同じ電熱線に13.0Ｖ加えたとき

と，16.0Ｖ加えたときの発熱量は同じだろうか。

165 やっ 修正 次のように修正した。

てみ 短く切ったモールや針金入りビニルひもなどを使っ

よう て，いろいろな形の磁石の磁界のようすを調べてみよ

う。（図２，図３，図４）

165 実験 修正 鉄粉をスプレー式のニスで固め，手で触り観察する

５ 方法にした。

169 本文 修正 本文を次のように修正した。

［モーター］ 実験６からわかるように，磁界の中の

コイルや導線に電流が流れると，コイルや導線が動き

出す。このとき，電流を強くすると，コイルや導線の

動き方も大きくなる。また，コイルや導線の動く向き

は，電流の向きと磁石の磁界の向きによって決まる。

モーターは，この原理を利用して，電流が流れると，

軸が回転し続けるようになっている。（図14 モータ

ーの原理）

170 図１ 削除 削除した内容は文章化して，ミニ知識として追加し

た。

172 図１ 修正 図１は点字教科書の図18に修正して示した。

173 やっ 削除 発光ダイオードの見え方を確かめる活動を削除し

てみ た。

よう
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

２年 174 図２ 修正 絵を削除し，内容を修正し，点字教科書の「図22

単元 発電所から電気が届くまでの電圧の変化の例」として

３ 示した。

175 地図 削除 日本地図を削除した。

177 図１ 削除 削除した内容はミニ知識として追加した。 図４の

～４ 修正 静電気発生装置（バンデグラーフ）は点字教科書の図

２に示した。

178 実験 追加 ２つのステップの前に「ステップ１ 静電気がある

８ かどうかを調べる」を追加した。

180・ 図１ 削除 削除した内容は文章化して，本文中に追加した。

181 図２ 削除

181 図３ 修正 点字教科書の図10に示した。

182 図１ 修正 図１を修正して，点字教科書の「図12 蛍光灯の構

図２ 修正 造を横から見た図」に，図２を修正して「図13 真空

放電の実験装置」に，図３を修正して点字教科書の

「表１ 放電管の空気を抜いていくときの光り方」に

した。

183 図４ 修正 図中のａは点字教科書の「図14 直進する陰極線」

に，ｃは点字教科書の「図15 電圧を加えた電極板の

間を通ると曲がる陰極線」に，ｄは点字教科書の「図

16 Ｕ字形磁石を近づけると曲がる陰極線」に示し，

本文中の図番号もそれに合わせて修正した。

184 図２ 修正 図２を点字教科書の「図17 電子の移動と陰極線」

とし，（ア）に真空放電装置（クルックス管）を横か

ら見た図，（イ）に（ア）のガラス面Ａから見た図を

示した。

185 図４ 修正 図４の２つの図を１つにまとめて示し，点字教科書

の図18とした。

２年 195 実習 一部 「学校内の気象観測」で「各班の記録の例」をＡ～ 例の数を減らし，ポイ

単元 １ 削除 Ｆのみとした。 ントをしぼった。

４ 197 １～ 修正 観測結果の表を削除し，完成したグラフを掲載し，

グラフをもとに考える方法にかえた。

201 図３ 差し ３日間の雲写真と天気図のかわりに，山口県萩市の

替え 天気，気温，風向と風力を表にしたものを掲載して気

象データから考えさせるようにした。

225 １～ 修正 「やってみよう 空気中の水蒸気をとりだしてみよ

う」を「ミニ知識」として掲載した。

トラ 修正 資料２－４－１のように方法を修正した。 盲生徒の実態に即して

イ 資料２－４－１

227 実験 追加 ステップ３の「水滴がつき始める温度をはかる」と 盲生徒が確認しやすい

1 ころで，水滴がつき始めたかどうかを調べる際に，紙 方法を追加した。

ナプキンを金属製コップ表面にあててみる方法を追加

した。

231 実験 差し 「雲のでき方」の実験を，簡易真空容器ではなく， 盲生徒が気圧の変化を

２ 替え 資料２ー４－２のように，ペットボトルと注射器を使 実感しやすい方法に変え

った実験に差し替えた。また，簡易真空容器を用いた た。

実験は，「資料」として文章化した。 資料２－４－２

234 図２ 差し 図２の内容を，「ミニ知識」として資料２－４－３ 資料２－４－３

替え のように文章化して示した。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 ２ 図１ 削除 電流が流れるとブザーが鳴る回路を使ってしらべる 図を削除し，盲生徒が観

単元 ３～ 修正 と，塩化ナトリウム（食塩）の固体や精製水には，電 察しやすい内容を本文に

１ ７ 流が流れず，ブザーは鳴らない。しかし，塩化ナトリ 入れた。

ウムを水に溶かした水溶液を使うと，電流が流れてブ

ザーが鳴る。

３ 実験 修正 実験１を資料３－１－１のように修正した。 盲生徒の実態に即して。

１ 資料３－１－１

４ 図１ 削除 わたしのレポートの中に内容を含めた。

わた 修正 わたしのレポート 盲生徒の実験結果に差し

しの 結果 電流が流れるかどうか 替えた。

レポ ことばの説明

ート ブザー …ブザーが鳴った

オルゴール…電子オルゴールが鳴った

× …どちらも鳴らず，電流は流れなかった

水溶液の種類 電流

砂糖水 ×

果物の汁 ブザー

食塩水 ブザー

うすい塩酸 ブザー

エタノールの水溶液 ×

雨水 オルゴール

水道水 オルゴール

塩化銅水溶液 ブザー

５ 実験 修正 実験２を資料３－１－２のように修正した。 盲生徒の実態に即して。

２ 資料３－１－２

６ 図１ 削除 本文中に内容を含んでいる。

７ 図３ 修正 図３を資料３－１－３のように「ミニ実験 塩酸の 盲生徒の実態に即して。

電気分解」と修正した。 資料３－１－３

10 ９～ 修正 陽イオンを表すときは，原子の記号に続けて３の点 盲生徒の書き方に修正し

11 と を書く。陰イオンを表すときは，原子の記号に続 た。？

けて３の点と を書く。マグネシウムイオンのようを

に，電子を２個失ったときは のように＄ぱＭれわ？？

書く。

10・11 囲み 修正 囲みを資料３－１－４のように修正した。 盲生徒の実態に即して。

資料３－１－４

11 囲み 修正 イオン式の書き方と読み方の例 囲みの箇所を左記のよう

① ナトリウムイオン に，盲生徒の書き方に修＄ぱつあわ？

読み方は英語のアルファベットの読み通りに， 正した。

「エヌ，エー，プラス」とよむ。

＄ぱＭれわ？？② マグネシウムイオン

読み方は「エム，ジー，２プラス」

＄ぱうにわを③ 塩化物イオン

読み方は「シー，エル，マイナス」

14 １～ 修正 次の水溶液の中で電離しているイオンは，どんな陽 「活用」を盲生徒ができ

３ イオンと陰イオンが，どんな割合であるか説明しなさ る方法に修正した。

い。

15 陰極 修正 盲生徒が理解しやすい表＄ぱうはわ？？ ？ ＃２＄らわを ーた うは

陽極 記に修正した。＃２ぱうにわを ーた うに二 ？ ＃２＄らわを
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 ２ 図１ 削除 電流が流れるとブザーが鳴る回路を使ってしらべる 図を削除し，盲生徒が観

単元 ３～ 修正 と，塩化ナトリウム（食塩）の固体や精製水には，電 察しやすい内容を本文に

１ ７ 流が流れず，ブザーは鳴らない。しかし，塩化ナトリ 入れた。

ウムを水に溶かした水溶液を使うと，電流が流れてブ

ザーが鳴る。

３ 実験 修正 実験１を資料３－１－１のように修正した。 盲生徒の実態に即して。

１ 資料３－１－１

４ 図１ 削除 わたしのレポートの中に内容を含めた。

わた 修正 わたしのレポート 盲生徒の実験結果に差し

しの 結果 電流が流れるかどうか 替えた。

レポ ことばの説明

ート ブザー …ブザーが鳴った

オルゴール…電子オルゴールが鳴った

× …どちらも鳴らず，電流は流れなかった

水溶液の種類 電流

砂糖水 ×

果物の汁 ブザー

食塩水 ブザー

うすい塩酸 ブザー

エタノールの水溶液 ×

雨水 オルゴール

水道水 オルゴール

塩化銅水溶液 ブザー

５ 実験 修正 実験２を資料３－１－２のように修正した。 盲生徒の実態に即して。

２ 資料３－１－２

６ 図１ 削除 本文中に内容を含んでいる。

７ 図３ 修正 図３を資料３－１－３のように「ミニ実験 塩酸の 盲生徒の実態に即して。

電気分解」と修正した。 資料３－１－３

10 ９～ 修正 陽イオンを表すときは，原子の記号に続けて３の点 盲生徒の書き方に修正し

11 と を書く。陰イオンを表すときは，原子の記号に続 た。？

けて３の点と を書く。マグネシウムイオンのようを

に，電子を２個失ったときは のように＄ぱＭれわ？？

書く。

10・11 囲み 修正 囲みを資料３－１－４のように修正した。 盲生徒の実態に即して。

資料３－１－４

11 囲み 修正 イオン式の書き方と読み方の例 囲みの箇所を左記のよう

① ナトリウムイオン に，盲生徒の書き方に修＄ぱつあわ？

読み方は英語のアルファベットの読み通りに， 正した。

「エヌ，エー，プラス」とよむ。

＄ぱＭれわ？？② マグネシウムイオン

読み方は「エム，ジー，２プラス」

＄ぱうにわを③ 塩化物イオン

読み方は「シー，エル，マイナス」

14 １～ 修正 次の水溶液の中で電離しているイオンは，どんな陽 「活用」を盲生徒ができ

３ イオンと陰イオンが，どんな割合であるか説明しなさ る方法に修正した。

い。

15 陰極 修正 盲生徒が理解しやすい表＄ぱうはわ？？ ？ ＃２＄らわを ーた うは

陽極 記に修正した。＃２ぱうにわを ーた うに二 ？ ＃２＄らわを
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 17 やっ 差し やってみよう を「電子オルゴールを鳴らしてみよ 盲生徒が方法を理解しや

単元 てみ 替え う」と修正した。資料３－１－５ すいように修正した。

１ よう 資料３－１－５

18 実験 修正 実験３を資料３－１－６のように修正した。 盲生徒の実態に即して。

３ 資料３－１－６

19 トラ 修正 Ａ 大根電池 盲生徒が実験しやすいよ

イ ① 輪切りにした大根に，実験３の亜鉛板と銅板を うに図をことばに差し替

間を５mmあけて刺す。 えた。

② 銅板を電子オルゴールの＋につなぎ，－に亜鉛板

をつなぐ。

Ｂ レモン電池

① アルミニウム箔を10cmほど切り取り，その上に薄

切りにしたレモンを２・３枚並べる。

② レモンの上に銅板を乗せる。

③ 銅板を電子オルゴールの＋につなぎ，－にアルミ

ニウム箔をつなぐ。

21 図１ 修正 ミニ実験 盲生徒が実験しやすいよ

食塩水に木炭（備長炭）とアルミニウム箔を組み合 うに図をことばにし，ミ

わせた木炭電池 ニ実験とした。

方法

① 飽和食塩水でしめらせたろ紙を木炭（備長炭）に

巻く。

② ろ紙の回りにアルミニウム箔を巻く。アルミニウ

ム箔と木炭が接 触しないようにする。

③ 木炭を大きな目玉クリップではさみ，導線をつな

いでブザーの＋とつなぐ。

④ ブザーの－とアルミニウム箔を導線でつなぐ。

⑤ ブザーを鳴らし続けた後，アルミニウム箔を開い

てみる。

22 図２ 修正 図２ －極表面の変化 盲生徒が理解しやすい表

図の説明 記に修正した。

だ ＄らわを･･･ 電子

ぱまつ ＄ぱまつ･･･ 亜鉛原子

ぱまつ ＄ぱまつわ＋＋･･･ 亜鉛イオン

亜鉛が亜鉛イオンになってとける。

ぱまつ ーーた ぱまつ

＄ぱまつ ーた まつわ＋＋ ＋ ＃２＄らわを

23 図３ 修正 図３ ＋極表面の変化 盲生徒が理解しやすい表

図の説明 記に修正した。

だ ＄らわを･･･ 電子
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年

ぱり ＄ぱり単元 ･･･ 水素原子

１

ぱり ＄ぱりわ＋･･･ 水素イオン

ぱり ぱり ＄ぱり二･･･ 水素（水素分子）

水素イオンが水素（水素分子）になる。

ぱり ーーた ぱり

ぱり ぱり

ぱり ーーた ぱり

＃２ぱりわ＋ ＋ ＃２＄らわを ーた り二

26 図２ 削除 本文中に内容が書かれている。

30 図１ 削除 本文ｐ38・39に同じ図があるのでそちらを表にした。

囲み 修正 BTB溶液は酸性では黄色，中性では緑，アルカリ性 図を削除し左記を加筆し

の右 では青になる。 た。

31 やっ 修正 「リトマス紙」を「BTB溶液」に替えた。 盲生徒が実験しやすい方

てみ 法に修正した。

よう

32・33 実験 修正 実験４を資料３－１－７のように修正した。 盲生徒が実験しやすい方

４ 法に修正した。

34・35 実験 修正 実験５を資料３－１－８のように修正した。 盲生徒が実験しやすい方

５ 法に修正した。

36 図１ 削除 実験結果から 図を削除し，本文に書き

１～ 修正 BTB溶液入り寒天の中央にうすい塩酸をしみこませ 加えた。

５ たろ紙をはさんで，両側から電圧を加えたとき，はじ

めは真ん中だけが黄色になった。時間がたつと陰極側

に黄色が広がっていった。

フェノールフタレイン溶液入り寒天の中央にうすい

水酸化ナトリウム水溶液をしみこませたろ紙をはさん

で，両側から電圧を加えたとき，はじめは真ん中だけ

が赤くなった。時間がたつと陽極側に赤色が広がって

いった。

このように寒天の色（BTB溶液やフェノールフタレ

イン溶液の色）が変化しながら電極に移動していくよ

うすを観察することができる。

図２ 差し ミニ知識 図２を左のようにミニ知

替え リトマス紙によって，イオンの移動を調べる方法 識とした。

① ガラス板（６cm×４cm）に同じ大きさのろ紙をの

せ，水道水でしめらせる。

② ガラス板とろ紙を重ねて，両端を目玉クリップで

はさむ。目玉クリップを電源装置につなぐ。

③ 図３のように，ろ紙の真ん中に，４cmの青色リト
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 マス紙をおき，その中央を酸性の水溶液をしみこま

単元 せた糸を横切らせる。

１ ④ 20Ｖの電圧をかけ，リトマス紙の色の変化を観察

する。

時間がたつと，リトマス紙の赤色が陰極側に広がる

ことがみられる。

図３ リトマス紙によって調べる方法

たこ糸

目玉 目玉

リトマス紙

37 図３ 差し 酸をふくむ身のまわりの食品や製品には梅干し，レ 盲生徒が理解しやすいこ

替え モン，ヨーグルト，炭酸水，食酢，トイレの洗浄剤な とばに差し替えた。

どがある。

図４ 差し アルカリをふくむ身のまわりの製品には虫さされ 盲生徒が理解しやすいこ

替え 薬，固形石けん。洗濯用漂白剤，洗濯用粉石けんなど とばに差し替えた。

がある。

38・39 図１ 差し 図１を資料３－１－９のように「表２ 指示薬の色 盲生徒が理解しやすい形

替え の変化」と「図４ 身のまわりの物質のpH」と差し替 式に差し替えた。

えた。

トラ 修正 トライ 盲生徒がしやすい方法に

イ 身のまわりの物質のpH測定 した。

pHを調べてみよう

調べる水溶液の例

水道水，食酢，炭酸水，トイレの洗浄剤，虫さされ

薬，カビ取り剤

方法

① pHメーターの先端に，調べる水溶液をつけて，

数値を読み上げ装置で読んだり，先生に読んでもら

ったりしよう。

② 調べる水溶液を水で薄めると，pHはどう変わる

か。

参考：万能pH試験紙はpHによって色が変わるので，こ

れを使って調べる方法もある。

40 図１ 削除 本文中に書かれている。

基礎 差し 基礎操作を資料３－１－10のように「駒込ピペット 盲生徒が実験しやすい方

操作 替え の使い方 改良型ピペットの作り方と使い方」と差し 法にした。資料３－１－

替えた。 10

41 実験 修正 実験６を資料３－１－11のように修正した。 盲生徒の実態に即して。

６ 資料３－１－11

42 15 加筆 「実験６で試験管を触ってわかったように，」を加

図２ 修正 筆しその後に図２の文を続ける。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 43 図４ 差し ミニ実験 ミニ実験とその結果の表

単元 替え BTB溶液を加えた塩酸に，水酸化ナトリウム水溶液 とした。

１ を加えていったときの水溶液の性質の変化を調べる 盲生徒が実験しやすい方

①試験管にBTB溶液を加えた塩酸を入れる。 法にした。

②水酸化ナトリウム水溶液を１ 加え（試験管Ａ），à

観察する。

③マネシウムリボンを入れて観察する。

④さらに水酸化ナトリウム水溶液を１ 加え(試験管à

Ｂ)観察する。１ ずつ追加しＣ，Ｄ，Ｅとする。à

表３ 水酸化ナトリウムの量と性質

表の説明

加えた量…加えた水酸化ナトリウム水溶液の量[ ]à

色 …試験管中の水溶液の色

Mg …マグネシウムリボンを入れたときの変化

気体 …気体が発生

なし…変化なし

性質…水溶液の性質

アル…アルカリ性

試験管 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

加えた量 １ ２ ３ ４ ５

色 黄 黄 緑 青 青

Ｍｇ 気体 気体 なし なし なし

性質 酸性 酸性 中性 アル アル

試験管ＡＢＣでは中和がおこるが，ＤＥではおこら

ない。試験管Ｃは塩化ナトリウム水溶液になる。

46 ２ 修正 水溶液のモデルから，次の①②について説明しなさ 盲生徒ができるように修

い。 正した。

３年 52・53 写真 削除 写真の内容を次のように文章化した。 写真を削除、写真の内容

単元 文章 追加 南大西洋に位置するセントジョーンズ島では，海岸 を文章化して本文中に追

２ に無数のキングペンギンが繁殖のために集まる。 加した。

キングペンギンは，全長が１ｍほどに達する大型の

ペンギンである。繁殖期以外は島周辺の海洋で群れを

作って生活しているが，繁殖期にあたる南半球の初夏

には，オスとメスの親鳥が交配し，１卵を約２ヶ月間

陸地で抱卵する様子が見られる。

ヒナが孵化して大きくなるまで，親鳥は交代で抱卵

したりエサをとりに潜水したりする。抱卵するときに

は親鳥がタマゴを足の上に乗せ，上から腹部にある羽

毛でおおわれた皮をかぶせて温める。繁殖地では毎年

親鳥達が一面に立ち並び，新たな生命を生み，育てる

営みを見ることができる。

地球上には，さまざまな場所に驚くほど多様な生物

が生活している。そして，どの生物も，その生命を次

の世代へとつなぐしくみをもっている。生物のもつこ

の生命の連続性とは，どのようなものだろうか。その

しくみをさぐっていこう。

54・55 図１ 削除 写真を削除し，次のように文章化して本文中に追加 写真を削除，写真の内容

した。 を文章化して本文中に追
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 ホッキョクグマは北極圏沿岸の流氷水域などに生息 加した。

単元 し，クマ類の中で最大の動物である。大きな体は脂肪

２ を蓄え，寒冷地での生活や遊泳に適している。

メスは体長約２ｍ，体重は300㎏にもおよび，オス

ではさらに大型になるが，出生時の子グマの体重は約

600gほどである。

このホッキョクグマのように，生物には，うまれた

ときには小さく，しだいに成長して大きくなるものが

多い。生物は，どのようにして成長するのだろうか。

また，生物はどのように子孫を残し，増えていくのだ

ろうか。

56 図１ 削除 写真を削除し，次のように文章化し本文中に追加し 写真を削除，写真の内容

絵 た。 を文章化して追加した。

タマネギより少し小さいビーカーを用意し，ビーカ

ーいっぱいに水を入れ，タマネギの下の部分１，２㎝

が水に浸るようにする。すると根は３日後には５cm以

上伸び，10日後には容器の中が根でいっぱいになるほ

ど成長した。

生物の体は，すべて細胞からできている。では，こ

のようにタマネギの根が成長するとき，細胞にはどの

ようなことがおこっているのだろうか。

それぞれの細胞が大きくなることで根が成長するの

だろうか。それとも，細胞の数が増えることで根が成

長するのだろうか。

57 図２ 削除 写真を削除し，次のように文章化して本文中に追加

した。

タマネギの根が成長するときは，先端に近い部分が

よく伸びる。細胞の核を染色したプレパラートを顕微

鏡で観察すると，根の先端に近い部分と，根もとに近

い部分では，細胞の様子が異なることがわかる。細胞

の密度や大きさ，形，核のようすについて以下の①～

③にまとめた。（図１参照）

① 根もとに近い部分

細胞の大きさは比較的大きく，形は根が伸びている

方向に長い，長方形に近い形をしている。核は各細胞

にひとつずつあり，はっきりと赤く丸く染まっている

のが観察できる。

② 先端に近い部分

根もとの部分と比べると，細胞の大きさは１／10～

１／５と小さい。細胞の辺が縦方向に短くなり，正方

形に近い形になっている。細胞の密度は高い。また，

この部分の細胞の核は丸くはっきりとしているものも

あれば，核の輪郭がぼやけて薄く見えるもの，ひとつ

の細胞の中に核が２つ見られるもの，核が丸い形では

なく，短いひものようなものの集まりのように見られ

るものもあり，核の様子は様々である。

③ 根もとと先端の中間の部分

細胞の大きさ，形および，密度は根もとと先端の中

間である。核は各細胞にひとつ丸く確認できるが，中
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 には輪郭がぼやけているものも見られる。

単元 58・59 観察 差し 「細胞分裂のようす」を点字教科書の観察１（トラ 顕微鏡を用いた視覚的な

２ 替え イ）「タマネギのプレパラートを作ろう」に差し替 観察であるが，観察の手

１ え，本来の観察の内容は文章化した。資料３－２－１ 段を知り，手順を体験す

る目的で示した。

資料３－２－１

61 図２ 削除 写真を削除し，次のように文章化し，茎の断面は点

字教科書の図５とした。

茎の断面を顕微鏡で観察すると，細胞分裂がさかん

に行われている部分は，茎の端を１周するように分布

している。このように茎の端の部分で細胞分裂が行わ

れることによって，植物の茎は時間が経つにつれ，同

心円状に細胞を増やし，成長して太くなる。

62 図２ 差し 写真を削除し，次のように文章化して，ミニ知識と

替え した。

ミニ知識

動物でも，組織が成長したり再生したりしていると

ころでは，タマネギの根と同じように細胞分裂が観察

できる。

動物の細胞分裂と植物の細胞分裂の過程はほぼ同じ

であるが，異なるのは細胞質分裂の様子である。動物

細胞は細胞壁がなく，細胞質が分裂するときには細胞

が中央からくびれるように細くなって２つに分かれ

る。一方で植物では，細胞の中央に新たな細胞壁がで

きることで細胞質が分裂する。

65 観察 差し 観察２の内容をミニ知識とした。

２ 替え

66・67 図３ 差し 写真を削除し，文章化してミニ知識とした。

図４ 替え ミニ知識

ジャガイモは地下茎から芽や根を出し，新しい個体

を殖やすことができる一方で，花を咲かせ種子もつく

る。この種子から新しい個体を発生させることもでき

る。

オランダイチゴも，白い花を咲かせ種子をつくる。

この種子が発芽すると新しい個体になる。イチゴの栽

培では，ほふく茎から株分けすると短期間でたくさん

の果実を収穫することができる。

このように植物では，根や茎，葉などの栄養器官か

らあらたな個体が分かれる無性生殖と，種子から新し

い個体が発生する有性生殖の両方をおこなえるものが

多い。

葉から新たな個体が生じる例では，コダカラベンケ

イソウという植物がある。この植物の葉のふちから

は，小さな芽がたくさん発生する。やがてこの芽が地

面に落ちて新しい個体として成長する。

ミカヅキモなどの単細胞植物の無性生殖は，細胞分

裂と同じく，ひとつの細胞が２つに分かれることで新

しい個体が生じる（図10）。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 68・69 図１ 差し 写真を削除し，以下のように文章化してミニ知識と

単元 ～ 替え した。また，点字教科書では，「図11 カエルの受精

２ 図４ 卵と発生」，「図12 ヒトの受精卵と発生」とした。

ミニ知識

① ヒキガエルの受精

カエルの場合，メスが産卵したときに，オスが直ち

に精子の入った精液を卵にかけて受精が行われる。卵

の直径は２mm。１回の産卵数は約8000個である。な

お，オスは精巣，メスは卵巣が体内にある。精巣も卵

巣もそれぞれの背中側に左右１対ある。

② ヒトの発生

ヒトの受精卵は女性の体内で細胞分裂を繰り返し，

胚（胎児）となり，約40週後に出産される。

③ イソギンチャクの無性生殖

イソギンチャクは受精を経ないで新しい個体をふや

す場合もある。イソギンチャクは海中で，岩場などに

はりつくようにして生息している動物である。イソギ

ンチャクがふえるときには，もとの個体の体が縦に裂

け，２つの個体に分かれて新しい個体が生まれる。

70・71 図１ 削除 図１を削除し，図の内容を文章化し本文中に追加し 図の説明を追加した。

図２ 修正 た。また，図２を２つの図に分け，有性生殖の子ので

き方（点字教科書の図13），無性生殖の子のでき方

（点字教科書の図14）とし，次のような文章を追加し

た。

以下の図13，図14に有性生殖の過程と無性生殖の過

程を模式的に示した。親と子の染色体の組み合わせに

注目して，有性生殖と無性生殖の結果を比べてみよ

う。

無性生殖では親と染色体の組み合わせが異なる新し

いタイプの子ができ，無性生殖では，親と子では染色

体の組み合わせがまったく同じになることを図で確か

めよう。

73 図１ 差し 写真を削除し，文章化してミニ知識とした。

替え ミニ知識

同じ種類の生物でも，生まれつきの形や性質などの

特徴（形質）が異なることがある。

例えばゴールデンハムスターには，毛色が生まれつ

き白い個体や，茶色い個体，黒い個体など，さまざま

な形質をもつ個体がいる。この毛色に注目してゴール

デンハムスターの交配実験を行うと次のようになっ

た。

① 子の世代の毛色

代々，毛色が茶の個体と代々，毛色が黒の個体との

間にできた子の毛色はすべて茶になった。

② 孫の世代の毛色

①の子の世代（毛色が茶）の同士を近親交配させる

と，孫の世代には，茶の個体と黒の個体の両方が見ら

れた。黒の毛色は子の世代でみられなかったが，３代
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 目では出現した。また，交配実験のデータから統計を

単元 とると，孫の世代で生まれた個体は，茶の個体が黒の

２ 個体の３倍の頻度で出現することが分かった。

遺伝とは，いったいどのような現象なのだろうか。

74 図２ 修正 絵を削除し，内容の一部を次のように文章化し，本

文中に追加した。また，一部の内容を点字教科書の図

１にした。

エンドウの種子は５～10粒が一列に並び，莢に包ま

れた状態で実る。さやを開いて種子の形質を観察する

と，水分を多く含む未熟な種子はどれも球形をしてい

る。しかし種子が成熟し，乾燥すると，表面にシワが

より，しぼんでしまう系統（しわ形の純系）と，乾燥

しても種子が球形を保っている系統（丸形の純系）が

あることがわかった。

76 図１ 削除 絵を削除し，図１，２の内容を文章化し，本文中に 染色体の模式図を簡略化

図２ 次のように追加，修正した。また，細胞の中の染色体 し，説明を追加した。

と遺伝子の模式図（点字教科書の図２）を追加した。

染色体は，細胞分裂のときは太く短くなり，顕微鏡

で観察できるがそれ以外のときには糸状になって核内

に散らばっている。図２では，染色体を模式的に棒状

に示してある。

生物の体をつくる細胞の染色体は，図のように形と

大きさの同じものが２本ずつペアで存在している。こ

のペアが何組あるかは，生物によって決まっている。

この細胞では，２組合計４本の染色体が示されてい

る。

この，ペア（対）になっている染色体上には，同じ

位置に，対立形質に対応する遺伝子が存在している。

図２では，長い染色体上にあるＡとａ（Ａはラージエ

ー，ａはスモールエーと読み，区別する）がそれぞれ

遺伝子を表している。また短い染色体上にあるＢ（ラ

ージビー）とｂ（スモールビー）も別の対立形質に対

応する遺伝子を示している。このように染色体上には

さまざまな形質を決める遺伝子が存在している。

例えば，エンドウの種子の形を決める遺伝子を，こ

のように記号に置き換えて考えてみよう。丸形はＡ，

しわ形はａと表すことにすると，丸形の純系の個体の

遺伝子型はＡＡと表される。同様にしわ形純系の個体

の遺伝子型はａａと表される。遺伝子型とは細胞の遺

伝子の構成を記号で表したもののことである。

これらの個体が減数分裂を経て生殖細胞をつくると

きにはペアであった染色体が離れて，染色体数が半減

した細胞ができる。つまりＡＡの個体からできる生殖

細胞の遺伝子型はＡである。また，ａａの個体からで

きる生殖細胞の遺伝子型はａである。１ペアになって

いた染色体（遺伝子）が，分れて別々の生殖細胞に入

るので，これを分離の法則という。

受精後には，染色体（遺伝子）がふたたび細胞に２

つずつペアで存在するようになる。メンデルが行った
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 交配実験を，このように遺伝子の記号を用いて考えて

単元 みよう。

２ 78 図１ 一部 図１の前半部分を削除し，後半部分を孫の遺伝子の

削除 組合せ（点字教科書の図４）とした。

80 図１ 一部 図１の一部を変更し，孫の代に出現する個体の遺伝

変更 子の組合せと形質の比（点字教科書の図５）とした。

81 科学 修正 表中の絵の部分を文章化し，次のように整理して追

のと 加した。

びら メンデルが調べたエンドウの７つの形質

メンデルは以下の①～⑦の形質について交配実験を

行った。いずれの形質についても子の世代にはかなら

ず親のどちらか片方の形質のみが出現すること，孫の

世代では，優性の形質と劣性の形質の比が３：１で出

現することを確かめた。

① 種子の形

丸形としわ形の形質があり，丸型が優性

子の形質 すべて優性

孫の形質 優性5474

劣性1850

優：劣＝2.96：１

※ その他以下の形質についても，①と同様に示し

た。

② 子葉の色

③ 種皮の色

④ さやの形

⑤ さやの色

⑥ 花のつき方

⑦ 茎の長さ

83 図２ 削除 写真を削除し，次のように文章化してミニ知識とし

図３ 削除 た。

追加 ミニ知識

１ 害虫抵抗性トウモロコシトウモロコシの害虫は，

トウモロコシの実だけではなく，茎なども食べる。生

育の過程で害虫の被害にあったトウモロコシは実のつ

き方や大きさが不ぞろいになる。

遺伝子を害虫の被害にあいにくくなるように操作

し，栽培したトウモロコシは，栽培の過程で農薬を使

用しなくてもひとつひとつの実が大きく，実のつき方

が均一になる。このようなトウモロコシは，害虫に対

して作用するタンパク質を植物体の中で合成するよ

う，品種改良されている。

２ 青色のバラとカーネーション

青色は自然界のバラとカーネーションには存在しな

い花の色であったが，遺伝子を操作して育種を行った

結果，花弁で青い色素を合成する品種ができた。

３年 90～91 写真 削除 写真は削除し，説明文を本文中に追加した。 盲生徒の実態に合わせ

単元 追加 た。

３ 92～93 写真 削除 写真は削除し，本文に写真の説明を追加した。 盲生徒の実態に合わせ

追加 た。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 93 図 削除 「やってみよう」を削除した。 盲生徒の実態に合わせ

単元 た。

３ 94 図２ 差し 図２の糸巻き車の運動の内容を削除し，資料３－３ 盲生徒が聴覚などを活用

替え －１に示す実験に差し替えた。 して実験できるようにし

た。

94・95 図 削除 「やってみよう」の内容をミニ知識として示した。 盲生徒の実態に合わせ

修正 た。

95 図３ 削除 原典の自動車と自転車のスピードメーター(写真） 盲生徒の実態に合わせ

は削除した。 た。

図４ 修正 向きだけが変化する運動の写真を，点字教科書の図 盲生徒の実態に合わせ

２に差し替えた。 た。

写真 削除 床ではね返るボールのストロボ写真の写真を，点字 盲生徒の実態に合わせ

教科書の図３に差し替えた。その他，能楽の連続写真 た。

等は削除した。

96・97 実験 一部 原典（方法）５の「…（前略）…記録テープに区切 盲生徒が実験できる方

１ 修正 りの線を引く。」を下記のように修正した。 法に修正した。

「…（前略）…折り目の線をつける。」

97 基礎 修正 「記録タイマー の使い方」の内容を一部修正し 資料３－３－２

操作 た。資料３－３－２

98 表１ 削除 表１ 実験１の結果の例を削除したが，本文を一部 盲生徒の実態に合わせ

修正し，文章を読めば理解できるようにした。 た。

99 写真 削除 カシオペア号（写真）および日本地図を削除した。

100 追加 「やってみよう」の本文末に下記文章を追加した。 盲生徒が実験できる方

「…（前略）…。また，ボールを斜面の高いところ 法にした。

から転がし，その後斜面につづく水平な面上を転がる

様子を観察しよう。このとき，ボールは斜面と水平な

ところではどのように異なる運動をするだろうか。」

図１ 削除 写真は削除し，写真の説明は本文中に追加した。 盲生徒の実態に合わせ

た。

101 実験 追加 準備の「ばねばかり」に下記の説明文を追加した。 盲生徒の実態に合わせ

２ （目盛りの部分を立体図形複写装置でさわれるように た。

したもの）

102 １ 追加 原典「図１から（後略）」に下記の文を挿入した。 盲生徒が理解しやすいよ

本文「図11は0.1秒間隔で記録テープを切り，これを うにした。

そのまま順番に並べてグラフ用紙に貼ったものであ

る。この結果から…（後略）…」

15～ 修正 原典「図４のように…（後略）…」下記のように変 盲生徒の実態に合わせ

16 更した。 た。

本文「図12のように，台車におもりをつけ，おもりを

垂直に落下させて台車を同じ大きさの力で引っ張り続

けても，台車の速さは一定の割合で速くなる。」

103 図４ 差し 図４の写真を点字教科書の図12に差し替えた。 盲生徒が理解しやすい

替え 図12 台車におもりをつけ水平方向の力がはたらき 図に修正した。

続ける装置

追加 記録テープ 滑車 盲生徒の実態に合わせ

た。

おもり
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 105 図３ 図３の説明文末に下記を追加した。

単元 「記録テープをはったもの」

３ チェ 追加 タイトルを『第１章 物体のいろいろな運動』とし 盲生徒が理解しやすいよ

ック て，次の行に下記の文を追加した。また空欄には，記 う，学習の便をはかっ

号(ア)から(カ)まで順次挿入した。 た。

「次の問いに答えよ。空欄にはあてはまる語句を答え

よ。」

106 図 追加 地球の図で，重力を示す矢印部分の作用点部分に， 盲生徒が理解しやすいよ

下記文を追加した。 う，学習の便をはかっ

「中心（重心から）」 た。

106・ 写真 削除 写真を削除した。 盲生徒の実態に合わせ

107 た。

108 やっ 修正 「やってみよう」の②を下記のように修正した。 盲生徒が理解しやすいよ

てみ 「②両方のおしばねばかりのそれぞれの棒がちぢんだ う，学習の便をはかっ

よう ところにテープで印をつけ，はじからの長さをはかり た。

記録する。」

109 写真 削除 図５の写真を削除した。

110 図２ 修正 タイトル・図を下記のように示した。 盲生徒が理解しやすいよ

キャスター付きイスを２本のロープで引っ張るよう う，学習の便をはかっ

す（上から見た図） た。

イス

図３ 修正 タイトルを下記のように（ア），（イ）に分け，ま 盲生徒が理解しやすいよ

た各部の名称（わゴム，物体）も追加した。 う，学習の便をはかっ

（ア）同じ方向につるす た。

（イ）異なる方向につるす

111 実験 修正 実験３「向きが異なる２つの力の合力」を資料３－ 盲生徒の実態に即して。

３ ３－３のように修正した。 資料３－３－３

112 図１ 修正 図１のタイトルを「実験３の結果を矢印で示した 盲生徒が理解できるよ

図」に修正し，絵の部分を削除し，矢印で示した図の うにした。

みを点字教科書の図10に示した。

113 基礎 追加 原典，平行線のかき方の文章に「視覚障害者用の三 盲生徒が実験しやすい方

操作 角定規や表面作図器を利用して」を挿入した。 法に変えた。

115 図３ 削除 写真を削除した。 盲生徒の実態に合わせ

図４ た。

116 図１ 差し 図１「ドライアイスをのせた台車を急に引く実験」 盲生徒が確認できる内容

替え を点字教科書の図18「慣性の実験」とし，本文の一部 にかえた。

を次のように差し替えた。

図18のように台車の上に乾電池をのせて，台車を急

に引くと乾電池は引いた方と反対側に倒れる。このと

き乾電池はもとの位置にとどまろうとしている。

図３ 削除 写真を削除した。

117 図４ 削除 写真を削除した。 盲生徒の理解しやすい

図５ 修正 簡略化した図に表現して下記のように修正した。 ように変えた。

図５ 相手のボートＡをおすと，自分の乗っていた

ボートＢが動きだす。（オールでおす）
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 （ア）ボートＢがボートＡをおす。

単元

３ ﾎﾞｰﾄＡ ﾎﾞｰﾄＢ

（イ）どちらも離れる方向に動く。

押されて動きだす。 反対向きに動きだす。

ﾎﾞｰﾄＡ ﾎﾞｰﾄＢ

活用 修正 写真を点字教科書の「図21 磁石２個を反発する向 盲生徒の理解しやすいよ

きで棒に通して，電子天びんにのせたようす」とし うに変えた

た。

118 図１ 削除 写真を削除し，文章化した。

120 図１ 削除 図１・図２を削除した。 盲生徒の実態に合わせ

図２ た。

121 図３ 削除 写真を削除し，クレーターは簡略化した図（横断 盲生徒の実態に合わせ

面）に表現し，説明文も要点のみにした。 た。

地表面 くぼみ 地表面

123 実験 修正 「物体のもつエネルギーの変化」を資料３－３－４ 盲生徒の実態に即して。

４ のように修正した。 資料３－３－４

124 図１ 削除 図１・図３を削除した。

図３

図２ 差し 実験結果は資料３－３－５に差し替えた。 盲生徒の実態に即して。

替え 資料３－３－５

やっ 削除 差し替え前の実験と，関連した内容（ゲーム）のた

てみ め削除した。

よう

125 図５ 修正 写真は簡略化した図で示し，図中の説明は本文中に 盲生徒の実態に合わせ

追加した。 た。

126 図１ 修正 図１を点字教科書の「図６ ふりこの運動（横から

見た図）と力学的エネルギーの保存」とした。

127 図３ 修正 図３は点字教科書の「図９ ふりこを連結したおも

ちゃの動き（横から見た図）」とした。

128 図１ 削除 写真，絵を削除し，文章のみを点字教科書の図11，

図２ 修正 12に示した。

図３ 修正

129 図４ 修正 絵を削除し，次のように修正した。

荷物を持ち上げる場合の仕事の大きさを比較する

①質量10kgの荷物を１ｍ持ち上げる場合

（約100Nの力で１ｍ持ち上げる。）

仕事の大きさは

100［Ｎ］×１［ｍ］＝100［Ｊ］

②質量５kgの荷物を２ｍ持ち上げる場合

（約50Nの力で２ｍ持ち上げる。）

仕事の大きさは

50［Ｎ］×２［ｍ］＝100［Ｊ］
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 ③質量10kgの荷物を２ｍ持ち上げる場合

単元 （約100Ｎの力で２ｍ持ち上げる。）

３ 仕事の大きさは

100［Ｎ］×２［ｍ］＝200［Ｊ］

130 図１ 削除 写真を削除し，その内容を文章化して，本文中に追

加した。

131 実験 修正 簡易速度計を使用しない実験にした。

５

134 図３ 削除 削除した内容を本文に追加した。

135 実験 修正 表に書き込む作業を次

６ のように修正した。

⑥ 次の項目で記録をとったり，計算したりしてま

とめる。

136 科学 修正 図を削除し，次の文章を追加した。

のと 「動滑車が多く使われていれば，それだけ物体をつり

びら 上げる力は軽くなります。たとえば，１つの動滑車が

あれば，図23のように，物体をつり上げる力の大きさ

は１／２に減ります。動滑車の数を２つ連結させれ

ば，物体は１／４の力でつり上げることができます。

多くのクレーン車は５つの動滑車が連結されていま

す。･･･」

３年 144 図 削除 図「すばる望遠鏡（ハワイ島）」を削除した。図の

単元 修正 説明文を修正し，ｐ145の本文に加えた。

４ 図２ 削除 「図２ アルマの完成予想図（チリ）」を削除し

修正 た。図２の説明文を修正し，「ミニ知識 電波望遠鏡

アルマ（ALMA）」に変更した。

145 図１ 削除 「図１ さまざまな銀河の姿」を削除した。図１の

修正 説明文及び脚注の「★１」の文章を修正し，本文に加

えた。

146 脚注 修正 脚注の「★２」の文章を修正し，「太陽系」の本文

に加えた。

脚注 修正 脚注の「★１」の文章を修正し，「太陽系から見た

銀河系」とタイトルを付けて本文に加えた。

図１ 削除 「図１ 距離の表し方」を削除した。図１の説明文

修正 を修正し，本文に加えた。

147 図２ 修正 「図２ 銀河系の想像図と太陽系の位置」の説明文

のうち，太陽系の惑星の軌道面についての記述はｐ15

2の「太陽系」の本文に加えた。

148 図１ 削除 「図１ 異なる光で見た太陽のようす」を削除し

修正 た。図１の説明文を修正し，「太陽」の本文に加え

た。

基礎 修正 「基礎操作 天体望遠鏡の使い方」の文章を修正 資料３－４－１

操作 し，「資料 天体望遠鏡」に変更した。

149 観察 修正 「観察１ 太陽の表面のようす」の内容を修正し， 資料３－４－２

１ 「観察１ 太陽の形と表面のようす」に変更した。

150 脚注 修正 脚注の「★１」の文章を修正し，本文に加えた。

科学 削除 「科学のとびら 科学と環境 太陽の活動と地球」

のと 修正 の図「アラスカ（アメリカ）で観測されたオーロラ」

びら を削除し，文章を修正した。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 151 図２ 修正 「図２ 太陽の表面のようすと内部の想像図」を削

単元 除し，「図７ 太陽の表面のようす」及び「図８ 太

４ 陽のまわりのコロナ」に変更した。図２の説明文を修

正し，「ミニ知識 太陽の表面と内部のようす」に変

更した。

科学 削除 「科学のとびら 恒星の質量とその一生」の図「わ

のと 修正 し星雲（へび座）」及び「かに星雲（おうし座）」を

びら 削除した。図の説明文を修正し，文章に加えた。

152 脚注 修正 脚注の「★１」及び「★２」の文章を修正し，「太

陽系」の本文に加えた。

図１ 削除 「図１ 太陽系の主な天体の大きさとその軌道」を

修正 削除し，「図９ 太陽系の主な天体の軌道を上から見

た図 その１」及び「図 10太陽系の主な天体の軌道

を上から見た図 その２」に変更した。

152・ 図２ 削除 「図２ 太陽系の惑星との特徴と太陽からの距離の

153 修正 モデル」を削除した。図２の各惑星の説明文を修正

し，「表２ 太陽系の惑星の特徴」に変更した。

154 図１ 削除 「図１ 惑星以外の太陽系の天体」を削除した。図

修正 １の各天体の説明文を修正し，「表３ 惑星以外の太

陽系の天体」に変更した。

155 科学 削除 「科学のとびら 太陽系の果てと太陽系の起源」の

のと 修正 図「太陽系の周辺のようす」を削除し，文章を修正し

びら た。

156・ 図１ 削除 「図１ 夏の代表的な星座（さそり座）」，「図２

157 ～図 修正 冬の代表的な星座（オリオン座）」及び「図３ オ

３ リオン大星雲」等を削除し，ｐ156の本文を修正した｡

157 脚注 修正 脚注の「★１」の文章を修正し，本文に加えた。

脚注 修正 脚注の「★２」及び「★３」の文章を修正し，「ミ

ニ知識」に変更した。

158 図１ 削除 「図１ 天体の位置の示し方」，「図２ 天体の高

～図 修正 度のおよそのはかりかた」及び「図３ 天球のモデ

３ ル」を削除した。図１の説明文を修正し，「天球」の

本文に加えた。

158・ 図４ 削除 「図４ 地球と天球」を削除し，「図３ 北極点の

159 修正 真上から見たときの自転の向き」及び「図４ 地軸の

かたむき」に変更した。図４の説明文をｐ158の「天

球」の本文に加えた。

159 図５ 削除 「図５ 方位の表し方」を削除した。

161 削除 「思い出そう」を削除した。

観察 修正 「観察２ 太陽の１日の動き」の内容を修正した。 資料３－４－３

２

162・ 図１ 削除 「図１ 各地の太陽の日周運動（春分・秋分のこ

163 ～図 修正 ろ）」，「図２ 太陽の１日の動き」，「図３ 天球

３ 全体での太陽の１日の動き」及び「トライ 地球儀を

使って太陽の動きを確認しよう」を削除した。図１を

文章化し，ｐ163の「日周運動」の本文に加えた。ま

た，図３の説明文を修正し，ｐ162の「太陽の１日の

動き」の本文に加えた。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 163 図４ 削除 「図４ 見かけの動き」を削除した。図４の説明文

単元 修正 を修正し，「ミニ知識 見かけの動き」に変更した。

４ 観察 修正 「観察３ 星の１日の動き」の内容を修正した。 資料３－４－４

３

165 図２ 削除 「図２ 星と太陽の日周運動（東京）」及び「図３

北極，赤道，南半球における星の動き」を削除し

た。

167 削除 「思い出そう」を削除した。

実習 修正 「実習１ 地球の公転と見える星座の関係」の内容 資料３－４－５

１ を修正した。

168 図１ 削除 「図１ オリオン座が見える位置の変化」を削除し

た。

168・ 図２ 修正 「図２ 地球の公転と季節による星座の位置の移り

169 変わり」を修正し，図２の説明文の一部をｐ169の

「１年間の太陽の動き」の本文に加えた。

170 ５～ 修正 「星の見える方向」の本文を修正した。

10

図２ 削除 「図２ 人が移動してもついてくる月」及び「トラ

トラ イ 日周運動と年周運動を再現してみよう」を削除し

イ た。

171 ８～ 修正 「季節によって変化するもの」の本文を修正した。

10

やっ 追加 「やってみよう 太陽の南中高度を調べよう。」を 資料３－４－６

てみ 「考えよう」の後に追加した。

よう

173 図４ 削除 「図４ 地球儀を使った南中高度の調べ方」及び

実習 「実習２ 季節による昼と夜の長さの変化」を削除し

２ た。

174 図１ 削除 「図１ 季節による太陽の通り道と南中高度」を削

除した。

やっ 修正 「やってみよう 太陽の光が当たる角度による温度 資料３－４－７

てみ 上昇の違いを調べてみよう。」の内容を修正した。

よう

176・ 科学 削除 「科学のとびら 科学の歴史」の図を削除した。図

177 のと 修正 の説明文を修正し，文章に加えた。

びら

179 思い 削除 「思い出そう」を削除した。

出そ

う

脚注 修正 脚注の「★１」の文章を修正し，本文に加えた。

脚注 修正 脚注の「★２」の文章を修正し，「発展 暦につい

て」に変更した。

観察 修正 「観察４ 月の形と位置」の内容を修正した。

４

180 わた 修正 「わたしのレポート」の内容を修正した。 資料３－４－８

しの

レポ

ート
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 180 やっ 修正 「やってみよう 月の形と地球との位置関係が，ど 資料３－４－９

単元 てみ のようになっているか調べてみよう。」の内容を修正

４ よう した。

図１ 削除 「図１ 太陽の光を受ける給水タンクと月」を削除

した。

181 11・ 追加 「満ち欠けのしくみ」の本文に，日の入り直後に東

12 の空にのぼる満月についての説明を加えた。

182 脚注 修正 脚注の「★１」の文章を修正し，「日食と月食のし

くみ」の本文に加えた。

図２ 削除 「図２ 皆既日食（2009年７月22日）」及び「図３

日食のときに地表にできる月のかげ」を削除した。

184 脚注 修正 脚注の「★１」及び「★２」の文章を修正し，本文

に加えた。また，本文を修正した。

トラ 修正 「トライ 金星の動きと満ち欠けのようすを観察し 資料３－４－10

イ よう」を修正し，「トライ 金星の動きのようすを観

察しよう」に変更した。

187 脚注 削除 「科学のとびら 科学の歴史」の図を削除した。脚

修正 注の「★１」の文章を修正し，文章に加えた。

３年 192・ 修正 写真を削除し，文章化して次のように本文中に追加

単元 193 した。

５ 私たちは長い年月をかけて，いろいろなエネルギー

を使いやすい形に取り出す方法を生み出してきた。そ

して，科学技術の進歩とともに，エネルギーを効率よ

く取り出すことができるようになり，それを利用して

生活している。たとえば，太陽熱でパイプの中を流れ

る液体をあたため，その熱を利用して発電している太

陽熱発電所がある。太陽熱は将来にわたって持続的に

利用できるエネルギーのひとつである。

人工衛星から見た夜の地球は，人々が多く暮らして

いる地域が明るく輝き，人類は多くのエネルギーを利

用していることがわかる。

しかし，エネルギーを得るための資源には，有限な

ものが多く，際限なく使っていると，やがて枯渇する

ときがくる。

ここでは，エネルギーや科学技術についてどのよう

に考えていけばよいかを学んでいこう。

195・ 図２ 修正 写真を削除し，文章化して次のように本文中に追加

196 した。

これまでに，力学的エネルギーや化学エネルギー，

電気エネルギーについて学んできた。このほかに，熱

で気球を上昇させる，光電池でモーターを回す，音で

グラスを破壊するなどのことから考えると，熱や光，

音もエネルギーを持っているといえる。これらのエネ

ルギーをそれぞれ，熱エネルギー，光エネルギー，音

エネルギーという。

図３ 修正 写真を削除し，レイアウトを変更して，点字教科書

の図１とした。

196 トラ 修正 トライの内容を次のように文章化し，ミニ知識とし

イ て追加した。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 ミニ知識

単元 回転式キャンドルスタンドや，お盆のときに飾られ

５ る回り灯篭も，エネルギーの変化を利用して回転して

いる。とうろうの中においた電球の熱であたためられ

た空気が上へのぼっていき（熱エネルギー），風のよ

うにとうろうのファンをまわす（力学的エネルギ

ー）。

197 図３ 修正 「火にかけた湯の中のみそのようす」を削除し，代 資料３－５－１

わりにミニ実験「温度の差によっておこる液体の対流

を観察しよう」を追加した。資料３－５－１

198～ 実験 修正 「エネルギーの移り変わり」を修正した。資料３－ 資料３－５－２

199 １ ５－２

200 図１ 修正 「わたしのレポート」を資料３－５－３のように修 資料３－５－３

正した。

201 図４ 修正 図４を削除し，その内容を次のように文章化し，本

文中に追加した。

発電所では，石油などのエネルギー資源を電気エネ

ルギーに変換し，家庭に供給している。このとき，発

電機での損失だけでなく，原料の輸送や家庭への送電

において損失が生じる。例えば，資源国からのエネル

ギーを100とすると，利用できるエネルギーは39であ

り，残りの61は輸送・発電・送電などで損失してしま

う。これらの損失をいかに減らせるかは，重要な課題

である。最近では，工場などでの自家発電の際に発生

する廃熱を暖房などに利用するコージェネレーション

システムや，周囲の環境にある熱を利用してエネルギ

ーの利用効率を上げるシステムも開発されている。例

えば，ヒートポンプシステムがこの一例で，39の利用

できるエネルギーのうち16を使って，周囲の環境にあ

る32の熱エネルギーを取り出し，合わせて48の熱エネ

ルギーとして利用し，エネルギーの損失を補う。

活用 修正 図５を修正して点字教科書の図５にし，図６は削除

し，文章化して次のように本文中に追加した。

ペルティエ素子は，熱エネルギーと電気エネルギー

を相互に変換することができるものである。図５のよ

うに，ペルティエ素子の片側に氷，もう一方にお湯の

入ったアルミカップの底を接して，電子オルゴールを

つなげるとオルゴールが鳴る。この場合，どのように

してエネルギーが利用されていて，どのようなエネル

ギーが損失と考えられるか。

また，光電池（太陽電池）でモーターが回るのは，

どのようにしてエネルギーが利用されていて，どのよ

うなエネルギーが損失と考えられるか。

203 トラ 削除 火力発電と太陽光発電の体験を削除し，水力発電の 資料５－３－４

イ 体験を残した。水力発電の図は修正し，点字教科書の

図８とした。資料５－３－４

204～ 図 削除 火力発電，原子力発電の図と写真を削除し，水力発 盲生徒が触覚を活用し

205 修正 電のしくみの図のみを修正し，点字教科書の図10とし て触察できるようにし

た。 た。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 207 図６ 修正 図６を削除し，文章化して次のように本文中に追加 図が複雑なので文章化し

単元 削除 した。 た。

５ 例えば，人のあまり住んでいない砂漠に大規模太陽

光発電を設置してネットワークで結び，小規模発電と

補い合えば，安定したエネルギー供給ができると考え

られる。

208 図１ 削除 図１・２を削除し，文章化して次のように本文中に 写真の内容をイメージで

図２ 削除 追加した。 きるよう，文章化した。

現在の私たちは，科学技術がなければ，これまでの

生活を続けていくことができない。科学技術は様々な

ところで，生活や社会を支えている。

例えば，1960年ごろの電気製品と現在の電気製品

は，比べてみると，省電力化，多機能化，小型化な

ど，さまざまな面で性能が格段に進歩している。50年

前は真空管を用いていたテレビが，今では画像の鮮明

な液晶テレビになり，洗濯の後そのまま乾燥機として

機能する洗濯機も登場した。また，ドア部分にデジタ

ル表示で中のものが登録できる冷蔵庫などもある。こ

れらの電気製品を日々使っているわたしたちのくらし

は，非常で便利で快適なものになっている。。

209 図３ 修正 写真を削除し，次のように点字教科書の図１とし

た。

図１ 通信手段の変遷

手紙

↓

電信機・電報

↓

電話・ファックス

↓

電子メール

図４ 修正 写真を削除し，次のようにミニ知識として文章化し

た。

ミニ知識１ 携帯電話の変遷

1985年…かたにかけて持ち歩く電話（重さ約３kg）

1987年…初めての携帯電話（重さ750ｇ）

1991年…小さくて軽い携帯電話（重さ230ｇ）

1999年…インターネットを見たり，音楽を聞いたりで

きる携帯電話

2001年…テレビ電話

211 図６ 修正 絵を削除し，次のようにミニ知識として文章化し

た。

ミニ知識２ １秒間に受信することのできる情報量の

進歩

16ビット（２バイト）で日本語の文字（墨字）１つ

を表現することができる。bpsという単位は，１秒間

に送受信できるビット数を示している。

いっぱん電話回線…32キロbps（１秒間に，原稿用

紙５枚（2000文字）分）
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 ＡＤＳＬ（高速データ通信を可能にする通信方式の一

単元 種）…８メガbps（1秒間に，新聞（朝刊）（50万文

５ 字）分）

光通信用ケーブル…100メガbps（1秒間に，百科事典

５冊分）

212 図１ 修正 グラフを削除し，その内容を流れ図にして，点字教 盲生徒の実態に即して。

科書の図２とした。資料３－５－５ 資料３－５－５

218 図１ 修正 図１～７を削除し，次のようにミニ知識として文章

～７ 化した。

ミニ知識 抗生物質

抗生物質とは，微生物がつくり出す化学物質で，ほ

かの生物の細胞に作用し，増殖をおさえる作用があ

る。現在では人工的にもつくり出されている。

イギリスのフレミング（1881～1955）が，1928年に

アオカビの分泌物から世界初の抗生物質ペニシリンを

発見した。

ミニ知識 医療の発展

飲む胃カメラ…検査を受ける人の苦痛を減らすことが

できる。発光ダイオードが利用されている。

MRI…からだの内部を映像化することで診断が容易に

なる。

とける手術糸…抜糸の必要がなく，体に吸収されてい

く。

ミニ知識 農業の発達

稲刈り…機械を使うことで，短時間で広範囲の収穫が

可能になった。

野菜工場…雨風の当たらない建物の中で，電灯の光を

当て，水耕栽培して野菜を育てる工場。野菜の成長に

最適な条件で，１年中栽培することができる。

遺伝子を解析する装置…農薬以外の除虫，農作物の品

種改良などに役立てられる。

221 図 削除 図を削除し，次のようにミニ知識として文章化し

た。

ミニ知識 光触媒の利用例

新幹線Ｎ700系…喫煙ルームに，光触媒空気洗浄機が

使われている。

札幌ドーム…展望台のガラスの表面に，光触媒が使わ

れている。

北九州空港…建物のガラスの表面に，光触媒が使われ

ている。

タイル…光触媒をつけたタイルとつけていないタイル

を，色水の中に入れて，光を当てると，光触媒をつけ

たタイルを入れた方の色水が，透明になる。

223 図 削除 図を削除し，次のようにミニ知識として文章化し 図を文章化し，知識の

た。 定着をはかった。

ミニ知識 資源を有効に利用するための３Ｒ

リデュース（Reduce）…廃棄物の発生抑制



- 53 -

修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 リユース（Reuse）…部品，製品などの再利用

単元 リサイクル（Recycle）…廃棄物の再資源化

６ 消費者の態度としては，「リフューズ（Refuse）…不

要なものの拒否」も大切なことである。

ミニ知識 紙・木・金属・プラスチックのリサイクル

の形態

マテリアルリサイクル…素材を加工して物質はそのま

ま再利用する。

ケミカルリサイクル…素材をもとの原料の物質にまで

もどして再利用する。

サーマルリサイクル…素材を燃焼させて熱を回収。素

材の内部エネルギーの活用。

233 図２ 修正 図中の肉食動物を「にく」，草食動物を「そう」と 盲生徒が理解しやすくし

略称して表記し，また各図の標題を下記のように表示 た。

した。

（ア）つりあいのとれた状態

（イ）植物がふえた状態

（ウ）その後の数量が変化する状態

（エ）もとにもどりつつある状態

235 図３ 修正 写真は削除し，各説明文は本文に追加した。

236 トラ 修正 実験名を次のように修正し，順番を入れ替えた。 学習内容のつながりが明

イ 追加 「トライ 落ち葉の分解を調べる実験」を先に学習 確になるようにした。

し，次に「参考 微生物のはたらきを確かめよう」と

した。

修正 「トライ 落ち葉の分解を調べる実験」は，次のよ 実験は，盲生徒が確認で

うに修正した。 きる方法にかえた。

追加

１．森や林の中で，落ち葉がつもっている場所をさが

す。

２．手のひらぐらいの面積の場所を１ヶ所決めて，落

ち葉を上から順に１枚ずつはがしていく。においや

湿り気に注意。生き物がいたらつかまえてペトリ皿

に入れる。

ア 葉の形がなくなって数えられなくなるまでに何

枚の葉があったか。

イ その深さはどれほどであったか。

ウ 上の方の葉と下の方の葉とではどのような違い

があるか。

３．次に，落ち葉の下の土を少しずつ掘りながら，土

のようすやにおいを観察する。においや湿り気はど

うか。生き物がいたら，つかまえてペトリ皿に入れ

る。

４．土の中にいた動物の特徴や名前を調べる。これら

の動物はどんな生活をしているのか考える。

実験 差し 原典「土中の微生物による有機物の分解を調べる実

替え 験」は，色の変化を感光器で確認する方法にした。

237 修正 写真・図を削除し，文章だけにした。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 238 図１ 編集 「光合成と呼吸」は，次のように修正した。

単元 光合成は，光のエネルギーを利用して無機物から有

６ 機物をつくる。

呼吸は，有機物から無機物に分解して生きるための

エネルギーをとり出す。

光合成

（二酸化炭素）＋（水）＋（エネルギー）

→（有機物）＋（酸素）

呼吸

（有機物）＋（酸素）

→（二酸化炭素）＋（水）＋（エネルギー）

241 削除 「話し合おう」の②，③を削除し，④を②とした。

注意 追加 「自然環境調査の注意点」をミニ知識として，本文

点 の「話し合おう」の後に移動した。

242 調査 差し 調査例２の内容は，資料３－６－１に示す内容に差 盲生徒の実態に即して。

例２ 替え し替えた。 資料３－６－１

調査 編集 調査例１の内容は，「参考」として次のように差し

例１ 替えた。

「参考」

大気のよごれをマツの気孔で調査する方法

大気のよごれをマツの気孔を調べることによって調査

するという方法がある。この方法は，マツの葉の気孔

を顕微鏡で観察し，よごれている気孔の割合を求める

ことによって，その地域の大気のよごれ具合を知ると

いうものであり，簡単な大気汚染調査法の一つであ

る。よごれている気孔の中には黒いチリのようなもの

が入っている。

243 図 編集 「水質調査の手がかりになる主な生物」の写真を削 盲生徒が理解できるよう

除し，内容は「資料」としてまとめた。 にした。

244 図１ 修正 「湿原から林への移行」の図は省略し，遷移の内容 イラストは削除し，盲生

を「湿原の変化の例」とし，ミニ知識としてまとめ 徒が理解できる内容にし

た。 た。

図２ 修正 航空写真を削除し，内容を文章化し本文に追加し 盲生徒が理解できるよう

た。 移動した。

245 写真 削除 写真を削除し，その種名と原産地を本文中に追加し

た。

246 図１ 修正 各写真を削除し，内容を文章化し本文に追加した。

248 写真 削除 ストロマトライトの写真を削除し，説明文を発展の 盲生徒の実態に合わせ

文章 追加 文末に追加した。 た。

図１ 修正 「地球の誕生から現在までの46億年を１年に例える

と」を修正し，点図にした。

250 図１ 修正 写真を削除し，点図にした。

252 図３ 修正 「1855年以降に起こったマグニチュード７以上の地 盲生徒の実態に合わせ

震の震央と主な地震の名称」を「日本列島をとりまく た。

プレート」と，「1855年以降に起こったマグニチュー

ド７以上の地震の震央と主な地震の名称」に分けて修

正し，その他の内容を文章化して本文中に追加した。
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修正
学年 ページ 行 修 正 内 容 備 考

事項

３年 252 図４ 修正 「日本列島の主な火山の分布と火山噴火の例」を図

単元 「日本列島の主な火山の分布」と「日本列島の主な火

６ 山噴火の例」に分け修正した。

253 修正 ハザードマップをミニ知識として，「調べよう」の 盲生徒が理解しやすいよ

本文の後に追加した。 うにした。

255 図４ 修正 写真を削除し，説明文はミニ知識とした。

256 実習 修正 本文中の図，写真を削除し，内容を文章化した。

１

257 図 修正 「過去に起こった淀川の水害の資料」を修正し，点

図にした。

３年 261 図３ 写真を削除し，写真の内容と欄外の説明を本文中に

巻末 図４ 追加した。

262 写真 削除 写真を削除し，文章化して本文中に追加した。

268 周期 修正 周期表を次のように修正した。

表 「周期表」（見開きで示す。）

周期表にある原子を，金属と非金属に分けると左側

には金属の原子（左ページの水素以外と，右ページ中

央の右下がり階段状の線の左側），右側には非金属の

原子（水素と，右ページの点線の右側）が並んでいる

ことがわかる。非金属の単体は熱や電気を伝えにく

い。一方，金属の単体は，金属光沢をもち，熱や電気

を伝えやすい。

表の説明

１．縦の配列は族（10以上は数符を省略），横の配列

は周期（下がり数字で示す）

２．３族６周期の「ラン」は「ランタノイド」原子番

号57～71，３族７周期の「アク」は「アクチノイ

ド」原子番号89～103

３．「ラン」「アク」以外は，外字符・大文字符省略

の原子の記号
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